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要旨　シンビルスク市のポサード民（商工地区住民）ヤーコヴ・ヤーロフはアンナ女帝
時代（在位1730－40年）の1732年8月5日，シンビルスクで「異端」の嫌疑により逮
捕された。それは彼の妻ヴァルヴァーラ。ペトローヴァによるシンビルスク市役所
（PaTyma）への密告が発端である。逮捕から判決まで3年半にわたり拷問を含めヤーロ
フに対する尋問が続いた。その尋問の過程で浮かび上がるのは，ヤーロフが所有してい
た「異端」・「呪術」（「魔法」）の書によって彼自身が呪術（魔法）を習得し，それを使っ
て病人の治療にあたったということである。ヤーロフが治した同じ町のポサード民たち
は，彼を「異端者」・「呪術師」（「魔法使い」）とは認識せず，「治療師」として尊敬して
いると証言した。しかし当局は先の書が「異端者ヴァルラアム」の教えに基づいて作成
され，彼はそれに基づいて行動したと断定した。とはいえヤーロフがどのようにしてそ
の教義を知り，またどの程度それを受け容れたのか，等の点については依然不明のまま
である。ヤーロフ自身は自らの信仰についてそのすべてを吐露してはいるが，当局が彼
を具体的にどのように認識していたのかも判然としない。最終的には，法律の定めると
ころに従い，1736年3月18日，ヤーロフは「異端者」として火刑に処せられた。
　上記の事件は近世ロシアに多数現れた「異端者」・「呪術師」（「魔法使い」）に関する
事件の一例に過ぎないように見える。しかしこの事件の審理を通して見えてくるものは，
一方で神を冒濱することや古儀式派等の異端などを含めた当時の民間習俗のあり様であ
り，他方で民衆の生活全般を厳しく取り締まろうとするロシア政府の姿勢であった。事
件に対して，『ウロジェーニエ（1649年会議法典）』を基本法規として，ピョートル1
世の『陸軍操典』や『海軍操典』，さらにはアンナ女帝時代に発布された布告等を引用
して判決を下している。そこには近世ロシア国家がキリスト教化を図りつつも，いわば
一層の「社会の規律化」を遂行していこうとする意志が強く表われていたように見える。
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はじめに
　民間習俗研究としての「呪術師」研究
　われわれはロシア人特有の習慣に驚かされることがある。例えば友人を迎え入れるとき，敷
居をまたいで握手することは良くないとされる。別離に際しては，椅子に腰かけ沈黙のうちに
しばし時を過ごす。話し相手が不吉なことを言ったり行ったりすると，「悪魔よ，去れ！」と
言いながら，肩越しに大地に3度唾を吐く行為を見かけることもある。こうした現代の習慣は
ソ連時代（そしておそらくは帝政時代）にも見られたが，研究の困難さから歴史研究の対象と
はされにくい問題であった。しかし上記のような習慣を具に見て行くと，そこにロシアの国家・
教会・社会が織りなす複雑な関係が内包されていることに気が付く（’）。
　民衆固有の世界を解き明かそうとする努力は，欧米における歴史学ならびに隣接諸科学の課
題の一つとなり，実際大きな成果が表れている。ヨーロッパの中近世史に関するK．ギンツブ
ルグの『ベナンダンティ』や『チーズとうじ虫』はその代表である②。E．ル・ロワ・ラデュリ
の『モンタイユー』と『南仏ロマンの謝肉祭』（3），およびY－M．ベルセの『祭りと叛乱』（4）は地
域の民俗誌と住民共同体の行動について明らかにした。N，　Z．デーヴィス（5）とE，P．トムスン（6）
はシャリヴァリという側面に注目した。またM．パフチーンの『フランソワ・ラブレーの作品
と中世・ルネッサンスの民衆文化』（7）は民衆固有の文化を描く傑作である。翻って日本におい
ても阿部謹也の「ハーメルンの笛吹き男』は伝説と現実（歴史）を繋こうとする試みにおいて
読者を魅了した〔8）。以上は活き活きとした習俗慣習の中に生きる民衆の生の姿をわれわれに示
す手本である。
　また「呪術」・「魔法」という民衆の社会心理を含む習俗慣習に関する問題も上述の研究者た
ちによって注目されてきた。特に近世ヨーロッパは「魔女狩りの狂気（the　witch　craze）」と
して知られる現象に覆われた。それが18世紀初頭に終焉するまで，この大衆ヒステリー現象
はかなりの数の犠牲者を出したが，その多くは女性であった。時には，彼女たちはほとんど根
拠が乏しいまま隣人に対する有害な悪事（maleficia）を企てる者として，あるいは教会に対
する異端者として捕まえられ，拷問され，裁判にかけられ，そして処刑された。イギリスの歴
史家R．ブリッグスは，「近世のヨーロッパを理解するためには魔法を理解しなければならな
い」（9），と結論付ける。その一方で，H．R．トレヴァー＝ローバーは次のように述べている。
「1054年の宗教上の大分裂（Schism）によって，カトリックのポーランド，すなわちカトリッ
クの支配をはっきりと示す例外を除き，ヨーロッパのスラヴ諸国は，キリスト教の歴史の上で
最も評判の悪いエピソードの一つに加わることを免れた」〔1°）。またN．コーンも，こうした
「魔女狩りという現象はもっぱら西ヨーロッパに限った現象であり，東ヨーロッパの正教キリ
スト教世界には影響を及ぼさなかった」，と言う（1’）。
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　果たしてモスクワ国家は近世ヨーロッパでぢ昌薇を極あた「魔女狩り」と無縁であったのだろ
うか。これに対し，H．H．ノヴォムベルグスキーは必ずしもそう考えてはいない。帝政末期の
1906年に刊行された17世紀モスクワ国家の魔法使い・呪術師に関する裁判記録集の前書きで，
彼は次のように述べている。「ここで提供する歴史史料の全体的な意味を考慮すると，われわ
れはロシアにおける魔法使いの裁判が西ヨーロッパの場合と同じ程度の残酷さを持って行われ
たということ，またモスクワ国家当局が，カトリックやプロテスタントの諸国でそうであった
ように，こうした裁判に熱心に協力したのである」（12）。事実，彼が古文書館で蒐集した魔法使
い・呪術師に関する裁判資料はそのことをよく示している㈹。
　とはいえ15世紀末～17世紀末のヨーロッパにおける「魔女狩り」という集団ヒステリー現
象はロシアではみられず，また男女比も異なっていた。すなわちロシアの正教キリスト教神学
では，悪魔に関する観念が西ヨーロッパほど詳細ではなく，また裁判における自白も，魔女の
夜宴（サバト）や悪魔との性的関係というモチーフもほとんど見られないという（14）。さらに
は裁判にかけられた男女の比率も，ヨーロッパでは魔女裁判の被告の約80％が女性だったの
に対して（15），17世紀にモスクワの裁判所に呪術に関連したとして告発された99名のうち女性
は約40％（40名）でしかなかった（なお，そのうち21名が釈放され，10名が火刑，5名が流
刑，3名が拷問中に死亡，1名が逃亡，1名が教会裁判に付され，残りの58名の判決は不明で
ある）㈹。
　A．C．ラヴローフは18世紀前半のロシアの魔法使い・呪術師（Boll皿e6HMK，　Ko∬AyH）の典型
的な特徴を次のように言う。「何よりも黒髪，黒目，浅黒い皮膚」をしており，そうした典型
は親から子へと受け継がれていく。治療師（3HaxaPb）と異なり，呪術師（KonnyH）はしばし
ば土地の者にとっては「よそ者（gy）Koti）」であった。兵士であったり，都市民にとっては農
村の住民であったり，農民にとっては非農耕民である馬医者（KOHOBaJI），粉挽人（MenbHvaK），
牧童（naCTyx），などであった。結局のところ，18世紀ロシアの呪術師は女性よりもかなり男
性が多かった（t7）。なお，18世紀では「魔法使い」と「呪術師」はほぼ同じ意味として使用さ
れたと考えられるが，本稿では主に「呪術師」を使用する。
　象徴的に呪術師を描いた絵画としてモスクワのトレチャコフ美術館所蔵の『農民の婚礼にやっ
て来た呪術師（npvaxon　KollnyHa　Ha　cBans6y）』（B．　M．マクシーモフ作）という作品がある（図1
を参照）。1875年に完成したこのロシア移動展派の絵は農民の風俗を真正面から取り扱ったも
のとして同時代の風俗画の中でも抜きん出ており，またセンセーションを巻き起こしたと言わ
れる。実際の絵を見ると，キャンヴァスの右手に描かれている呪術師は今やって来たと言わん
ばかりに頭に雪をかぶっている。当時，婚礼の宴席には呪術師を呼ぶ習慣があったが，村人た
ちがそうしなかったためにその復讐を恐れてか，宴の真最中にいた新婚の若夫婦は立ち上がっ
てこの呪術師を箔然と見つめている。坂内徳明によると，民俗学者の9．B．ポメラーンツェヴァ
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がこの絵画を取り上げ（18），「題材となった呪術師の存在は単に偶然に選ばれたものではなかっ
たという」（且9）。マクシーモフ自身，19世紀末にテーニシェフ伯爵が組織して中央・北部ロシア
の民衆習俗調査に多くの成果を残した「民俗学事務局」の通信員であり，彼が1870年代に採
集し，後に事務局に送付した資料の中に，先の絵の典拠と思われる記述が見られるという（2°）。
坂内は婚礼の場に姿を現す当時の呪術師の「リアリティ」について論じているのである。
　ロシアには，正教の他に，精霊信仰，死霊信仰，大地や聖樹・聖石などに対する自然崇拝，
正教から離れた異端的な宗派，古儀式派，呪術や迷信が存在してきた。さらには少数民族の土
着的宗教やシャーマニズムがあった⑳。重要なのは，正教以外の宗教的観念が正教キリスト
教受容の後でさえ現代に至るまでロシア人民衆の現実生活の中で「リアリティ」をもって機能
しているということである。
　ロシアの民間習俗（「呪術師」問題）に関する研究動向
　19世紀，ロマン主義の影響下でロシア民衆の口頭伝承が知識人階層によって「発見」され，
1840年代には民俗学・口頭伝承学が学問として確立した（22）。呪術もまた，ロシアの貴重な民
族文化，失われつつある古き文化の残津として記録・保存されるようになった。しかし帝政時
代の豊かな研究成果は革命後十分に生かされることはなかったのである。
　呪術に関する最初のまとまった民俗誌資料は，呪文，呪術的儀礼，占いなどが多数収められ
たH．H．サハロフの手になるものである。その後，　JI．　H．マイコフ，　M．ザブイリン，　C．　B．マク
シーモフ，H．　fl．ノヴォムベルグスキー，　H．　H．ヴィノグラードブらも上記の問題に関して基礎
となる資・史料集や研究書を著した。特にノヴォムベルグスキーは17・18世に魔術・呪術を
行ったとして告発された者に対する裁判文書の刊行に大いに力があり，それは当時の社会との
関係を考える上で重要である。またロシア各地から寄せられた膨大な資料をもとに，民間にお
ける病気の呪術的・宗教的原因論や治療法を集成したnポポフの研究も有益である（23）。
　ソ連時代に入ると，H．　A．ニキーチンやJI．　B．チェレプニーンらの研究はあるものの，研究
は宗教問題に対するタブーからか帝政時代の成果は十分には生かされなかった。H．　H．ボクロ
フスキーらによって古儀式派との関連で民衆の習俗慣習が集中的に研究されるようになったの
はソ連時代後期になってからである。ソ連崩壊後から21世紀にかけて，呪術のみならず，言
葉による濱神や異端の問題を古文書史料に基づいて民衆の宗教観・世界観を明らかにしようと
するA．C．ラヴローフやE。5．スミリャンスカヤらの新しい研究が現れた（2％
　他方，ロシア以外でもモスクワ国家の魔法使い・呪術師に関心を抱く研究者のなかにR．ズ
グータ，V．　A．キーヴェルソン，　W．　F．ライアン，白石治朗がいる（25）。最近では，藤原潤子も
カレリア地方での聞き取り調査によって現代ロシアにおける呪術の「リアリティ」を問題にし
ている（26）。
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　しかし18世紀に関する研究はいまだ途についたばかりである。そのため次のような問題点
がある。第1に，18世紀の啓蒙思想との関係が十分に説明されていない。これは近年筆者が
構想している「18世紀啓蒙思想と学術遠征」⑳というテーマとも密接に関連する問題である。
科学アカデミーによる学術遠征はヨーロッパ啓蒙思想の影響を受けて中国への道をシベリアに
求めたことが発端の一つであるが，その中心メンバーがドイツ人やフランス人などの外国人で
あり，その調査内容もロシアにおける植物相や動物相，地方住民（特に先住民）の風俗習慣を
明らかにすることであった。すなわちロシアにおける非ロシア的（あるいは非ヨーロッパ的）
なるものの「発見」，言い換えるとロシアの「帝国性」に主眼があり，必ずしもロシア人の風
俗習慣に関心が向いていたとは言えなかった㈱。
　第2の問題点は，18世紀ロシアの国家・教会・社会という制度的な枠組みのなかで論じて
いる研究がないということである。従来の研究はデーモノロジー（悪魔学），アンチ・キリス
ト，呪術の内容そのものに関心が集中していた。そこで本稿では，「魔術」・「呪術」とロシア
の国家・教会・社会がどのような関係を取り結んでいたのかを中心に検討することにする。
　史料について
　われわれのテーマ全体に関する史料は甚だ多いものの，そのうち刊行された史料は僅かでし
かない。刊行史料のうち，そのほとんどを占める裁判審理での尋問調書は上に挙げたノヴォム
ベルグスキー，ラヴローフ，スミリャンスカヤらによって調査研究された。しかし18世紀ロ
シア民衆社会の全体史的理解を目指す筆者の立場からすれば，上記史料の中から特徴的なもの
に焦点を当てて検討する方が，歴史的に人間の社会活動地域が形成されてきたいわば「歴史的
生活空間」の解明にも寄与できると考えられる（29）。それゆえここでは史料的限界があるもの
の，事件と裁判の経過が史料的に明瞭で時期区分として画期をなすであろう「ヤーロフ事件」
を取り上げて考察する。
　この「ヤーロフ事件」に関する史料は2種類ある。第1の史料はモスクワのロシア国立古法
文書館（PoccmicKHti　rocyAapcTBeHHbIti　apxMB　ApeBHHx　aKToB－PrAIIAと略記）に保管されてい
る元老院文書中の1740年10月22日付「カザン県官房から元老院宛て。非常後備軍命令の報
告」（PrA八A．Φ．248．助．　xp．792．　A．30．　ll．1223－122506．）と題された表裏合わせて6葉からな
る文書である。また第2の史料はペテルブルクのロシア国立歴史文書館（POCCHtiCKHti　rocy－
napcTBeHHLIti　HcTop四ecK嘘apx”B－PrHAと略記）に保管されている文書群（PrHA．Φ．　796．
OH．21．　n．　328．1740　r。，　JI．1－15）である。こちらは宗務院によって取りまとめられたものが主
であるが，元老院関係の史料も含まれている。
　ほぼ同じ内容を有する第1と第2の史料を合わせて検討することにより，事件・裁判の経緯，
当時の民衆の習俗慣習，および当局の動向やその背景となる考え方を明らかにすることができ
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よう。なお史料が元老院と宗務院の双方に存在していることは，聖俗の両当局者が共にこの同
じ事件に注目していたことを窺わせて興味深い。
　第1の史料の最初の紹介は，事件が発生して約150年たった19世紀末，『ルースキー・アル
ヒーブ』誌（1886年，3号）に掲載された「シンビルスクの魔法使いヤーロフ」と題する八．
サポージニコフによる記事である㈹）。これは本文それ自体5頁ほどの短いものである。サポー
ジニコフの「紹介」の内容には原史料そのものにはない潤色が見られる。その異同については，
筆者が行った古法文書館での手稿史料の閲覧・検討により確認された。なお紹介記事を書いた
サポージニコフはそのイニシャルから『ロシア分離派における焼身自殺（17世紀後半から18
世紀末まで）』の著者であろう（3D。そうだとすれば先の潤色も「分離派」的要素をこの事件に
見ようとする結果だったのかもしれない。その後，ソ連時代およびロシアになってから，第2
の史料を基にしてO．八．ゴレルキナとO。A．ジュラヴェリは悪魔と契約を結んだ人間の一人と
してヤーロフの事件を取り扱った（32）。また前述のA．C．ラヴローフとE．　B．スミリャンスカヤも
それぞれの著書で，この事件を含めた18世紀の呪術師に関する膨大な裁判記録を調査してい
る（33）。しかし第1と第2の史料双方に批判を加えながら検討した研究は管見の限りでは存在
しない。また筆者が述べた先の研究史上の第2の問題点に迫る研究もない。それゆえ本稿では
両者の史料を補完的に利用しながら事件，裁判の推移，および元老院と宗務院を中心とする官
庁間でのやり取りに注目する。
第1章近世ロシアにおける呪術
　第1節　近世社会における呪術の「リアリティ」
　0シア社会と呪術の関係
　19世紀の言語学者B．H．ダーリは，その有名な辞典で「悪魔（6ec）」の項目を立て，ロシア
における悪魔とは何かを分類分けをしながら列挙している㈱。また魔法・呪術・妖術を意味
するロシア語は実に多様である。BenoBcTBo（物知り），3aroBop（呪文を唱えること），　KoJIAoB－
cTBo（呪術をかけること），　qaponeticTBo（魅惑すること），　yepHoKHM）KecTBo（黒い本一すな
わち呪文が書かれた本），田eHTyH（（呪文の）囁き），等々である。これほどまでに近似する意
味内容を有する多くのロシア語が存在するということは，魔法・呪術・妖術が日常的にロシア
社会に浸透していたことの証左である。
　ロシア・フォークロアのプロトタイプ的魔法使い（呪術師）バーバ・ヤガーに代表されるよ
うに，ロシアの魔法使い（呪術師）は一般的に彼らの力を良きこと悪しきこと両方のために使
うことができるとされた。魔法・呪術は民間の間で広く実践され，20世紀初頭まで，否，21
世紀の今日までも「リアリティ」をもって存続し続けているという。なお，上述のような様々
な語によって知られている魔法使い・呪術師も主に男性にはKOIIAYHが，女性にはBeAbMaが使
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われた（35）。
　近世の呪術についてはイギリスの歴史家J．M，ハートレイも注目し，その著『ロシア帝国社
会史』のなかでわざわざ「魔術（magic）」という項目をたてているほどである（36）。通常，異
教的な祝祭は農村の問題であったが，社会の上層にも影響を及ぼしていた。たとえば当時の慣
例に倣ってツァーリ，アレクセイ・ミハイロヴィチ（在位1645－76年）は夏至のイヴァン・ク
パーラの日に呪術用の草を集めることを臣下に命じた（37）。また1670年，ツァーリの息子が死
の床にある時，アレクセイは高位の役人を遣わして「根，草，石，そして呪術から病人を守る
ために使う書かれた呪文」を得るため最近老齢で死んだ女呪術師の家を探させ，また彼女の娘
に「彼女〔呪術師〕はその技を誰か他の人に教えたかどうか」尋ねさせた（38）。さらに1675年，
フェニカと呼ばれる呪術師を匿っているという嫌疑をかけられたΦ．Φ．クラーキン公は逮捕さ
れ，フェニカは尋問され拷問のうちに死んだ（39）。
　ピョートル1世（在位1682－1725年）時代に社会の上層で始まった西欧化＝近代化以降，上
層階級における呪術の役割はもはや従来ほど大きな意味をもたなくなったように見える。とは　．
いえピョートル1世は自分の夢を記録し，その行動の多くがロシアの貴族エリートを惹きつけ，
神秘主義と呪術の境界が曖昧であるフリーメーソンと関係を持っていた点は指摘する必要があ
るのかもしれない（4°）。
　その一方で，呪術行為と民衆の抱く迷信に社会は影響を受けていたと見なくてはならない。
1731年，ノヴゴロドの行政長官（∬aHApaT）は出産や銃についての呪文や祈りを知っており，
夢判断や予言の書，様々な草，根，そして彩色が施された石を所有していた廉で訴えられた。
1754年，スーズダリの主教ポルフィーリーの報告によると，呪術はどの家でも見られるほど
盛んで，特に結婚式や分娩の時には重要だというω）。
　上のような情況は19世紀に至るまで存在し，外国人の記録にもそれが散見される。科学ア
カデミー総裁を務めたE．P．ダーシコヴァ侯爵夫人の招待でロシアを訪れたアイルランド人マー
サ・ウィルモト（Martha　Wilmot）は，1807年2月13日の日記に次のように記している。
「より下層階級の人々は，妖精，呪術師などの力と影響力を確信している。より高位の階級の
男女はカードで吉兆占い（la　bonne　avanture一強調原文，筆者）を楽しみ，その占い結果の
善し悪しで幸せになったり惨めになったりするのである」（42），と。
　ロシアにおける呪術の特異性
　呪術行為の多くは西欧でも記述されている。ロシアが必ずしも例外的だったと考えることは
できない。ただロシアが西欧と異なっているのは，宗教的・社会的に相対的な「自由」があっ
たという点である。この「自由」を保持しながら，農村社会は教会や政府から効果的な制約を
受けることなく，呪術が実践されたのである。
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　ロシアの呪術師は伝統的に男性であるが，女性（しばしば助産婦である）もまた呪術や運勢
占いをおこなっていた。呪術や占いを行う上で最も密接な場所は，教会，墓場，納屋，敷居
（入口），氷原にあいた穴やホップ畑，風呂小屋，そして道と道の交差する十字路であった。ま
た呪術が行われる時刻は真夜中である。かくして真夜中の風呂小屋が呪術にとって最適の場所
と環境を提供することになる㈲。ほとんどのロシアの農家は風呂小屋を持っており，そこに
関する多くの迷信がある。一般的に風呂小屋の精バンニクがすべての精の中で最も悪意のある
精であると思われていたが，通常そこで出産がなされ，また花嫁の婚礼前に儀式の歌が歌われ，
湯あみも行われたのである㈹。
　第2節呪術の対象
　子供と呪術
　呪術は生と死，愛と幸福，そして全階層の人々に等しく関わる出来事と関係していた。乳幼
児の死亡率の高さは，特に階層差に関わりなく社会のすべての人々を誕生とその後の最初の数
年間を取り巻く呪術や異教的実践へと駆り立てた。特別な草を煎じて飲むこと，歌を歌うこと，
花嫁が結婚式の時に様々な服や飾りをつけること，および呪文を唱えることは，農民たちによっ
て子供が誕生する時に行われた。産婆たちは新生児に呪文をかけさえした。当時，悪魔が子供
たちを餌食にしていると考えられたからである。悪魔は子供たちをさらい，捕まえ，あるいは
おどけて夜に子供を起こし，泣かす，と考えられていた。また子供に鏡を見せ，子供を目の高
さより上に持ち上げ，身体を洗っている間に子供に話しかけ，最初の誕生日が来る前にその爪
や髪を切ったりするのはその子が不幸となる原因とみなされた㈹。
　19世紀前半にイギリス・外国聖書協会の仕事でロシアを訪れたロバート・ピンカートン
（R．Pinkerton）は次のように述べている。見知らぬ人の前で子供たちにその洗礼名で呼びか
けてはならなかった。なぜなら，そうすることによって子供に悪い呪文がかけられることを人
びとは恐れたからである。また「そのような不吉な出会いがあれば，同時にあらゆる邪視や悪
魔の影響を退ける祈りを繰り返しながら，大地に何度も唾を吐くのである」㈹。
　流産，死産および幼児の死は農民だけが経験したのではなかった。あらゆる階層の人がそう
であった。18世紀の有名な農政家A．T．ボロトフの妹は地方貴族の婦人であったが，幼児期に
ある子供を幾人も失っていた。それ以来，彼女は新しく生まれた息子の生存を願い，彼らを特
別なイコンのように扱い，子供を彼女が会った初めての人の名前にちなんで名付けた。もちろ
んそのような迷信は18世紀のロシアに特有というわけでもなかった㈹。
様々な呪術
通常，配偶者か愛人の愛情を勝ち得るため，あるいはそれを取り戻すたあに，薬を一服盛っ
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たり，呪文をかけたりした。1770年，農民某が寡婦の愛を獲得しようと魔法の呪文を使った
として訴えられた。彼はある言葉を書いてそれを寡婦が飲むワインの瓶に吹き込んだのである。
また，1812年，ダリヤ・カルガーノヴァ（シベリアのヴェルフネ；オムスク郷出身）は「魔
法の薬（Bo皿ie6Hoe　cHano6be）」を調合し，「家族が彼女を苦しめず，彼女を愛するように」，
夫を含あた「家族全員の食べ物に」それを混ぜようとした（48）。
　また呪文は虚弱体質の改善や病気治療のため，あるいはあらゆる地位や職業にある人が生を
全うし，かつ繁栄を願うためにも使われたのである。
　農村生活と結びついた呪文と呪術の儀式は，農村共同体における独自の規律を伴いながら，
豊作，狩猟の成功，喪失した家畜の回復，良好な天気などを保障し，自然災害を回避すること
を目的としてなされた。19世紀末になってもウクライナでは，飢謹の時，その原因の疑いを
かけられた女性たちに対して手足を縛って水中に沈める神盟裁判（ordeal　by　water）が行わ
れたのはそうした一例である（49）。
　商人たちも仕事における成功を願う呪文を持っていた。さらに，兵士たちは傷を癒し，銃の
不発を防ぐための特別の呪文を知っていた。
　害をなす呪術一「呪い」
　有害な呪術（人を害する目的で呪文をかけたり，一服もったりすること）はライヴァルの愛
を打ち砕き，敵を傷つけ，あるいは殺害さえするために使われた。1740年，某陸軍大佐の召
使いであったイリヤ・チョヴピロは，30年間にわたる「悪魔たちの公」に仕える契約を血で
書いたとして訴えられた（5°）。1753年，スーズダリ近郊の領地のある農民グループは自分たち
の主人を殺害するためにひとかけらの蝋燭に呪文をかけ，床に刺さったナイフの上をとんぼ返
りした後，殺害しようとする者のベッド，靴，そして敷居の上に蝋燭をこすりつけた。1815
年には，農民ミハイル・チュハレフが彼の従弟に「しゃっくり」をするように呪文をかけたと
して有罪に処せられた。彼は革で編んで作った鞭で35打，および公衆の前での俄悔が命じら
れたのである（5D。
　ロシアに限らず世界中どこでも見られるように，呪いをかけようとする人に似せた人形を作
ることは同様に行われたし，呪いは下層の人々の間に限ったものでもなかった。後に述べるよ
うに，17世紀末，宮廷内に住むすべての人々に向けられた呪文の恐怖は彼らに共通のもので
あり，ツァーリの家族全員は呪文をかけないとして草や根を持たないことを誓わねばならなかっ
た。またツァーリ・アレクセイの前で行進していた将来の花嫁たちの一人が気を失って倒れた
時，呪いにその原因があると囁かれた。1807年4月8日，前述のマーサ・ウィルモトは魔法・
呪術に頼る貴族たちについて次のように述べている。「新たな話もまた，マダムS（シチェル
ベニン）の母，義理の姉，そして私の殺害を，魔法使いと一緒になって企ててきたマダムS
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について暴露している。強力な魔法が私たちにかけられ，私たちを不和に陥らせ，あるいは私
たちの殺害を企てていたというのである」（52）。
　18世紀の有名な事件として，スミリャンスカヤが紹介する宮廷侍従ピョートル・サルトィ
コフ事件がある。1758年，元老院機密局での証言によると，n．M．サルトィコフ（1724年頃～
96年以降）は冬宮に呪術用の毒草を撒き散らし，エリザヴェータ女帝の寵愛を得ようとした。
1796年まで続くこの事件の審問による報告書類はおよそ1000枚にも上ると言われる。迷信家
であったサルトィコフは家族生活の不幸，特に1751年の結婚後の不幸から，呪術師・魔法使
い（Bonme6HH｝Cll）探しを懸命に行うようになっていた。1754年以降，自分の妻を殺害するた
めに呪術師を探し始めた。その噂を聞いて幾人かの呪術師である農民が彼のもとを訪れた。以
上のことは機密局の知るところとなり，調査が始まった。1758年には，機密局での審理のた
め，サルトィコフおよびその家臣と治療師および呪術師との対審が行われた。審理の結果，サ
ルトィコフの助力者たちは体刑を受けた後に兵営送り，「呪術師たち（KOJI」IYHbl）」は遠隔地へ
の流刑，「女性呪術師（BenbMa）」は女子修道院への永久労働送りとされた。サルトィコフ本人
に対する決定は，エリザヴェータ女帝の介入により，体刑は免れたものの厳しいものであった。
すなわち「死ぬまで監視下に置かれ，ソロヴェツキー修道院へ送られることとなり，その修道
院から出てどこへも行くことはならなかった」。しかし1761年，彼は白海に面するソロヴェツ
キー修道院から自分の領地に帰ることを許された。ただし，厳しい監視の下，そこから一歩も
出ることは許されなかった。それにもかかわらずサルトィコフの呪術・魔法への信念は揺るが
ず，今度はエカチェリーナ2世の寵愛を得るべく「異端（epeTHqeCTBO）」の力を借りようとし
た。そのために関係者は今回も機密局の取り調べを受けることになり，1796年までサルトィ
コフ本人は自宅監禁となった。女帝の死後，パーヴェル1世は「以前の侍従サルトィコフを監
禁から解放し，老齢で病気のあることから息子すなわち3等文官で侍従である〔ヴァシーリー・
ペトローヴィチ〕サルトィコフの庇護下に置くこと」に署名したのである（53）。
　スミリャンスカヤによると，この事件に対するエカチェリーナ女帝政府の決定はエリザヴェー
タ女帝時代のそれとは異なっているが，それでもこの決定は「迷信（cyeBePHIIfl）」や呪術に対
する政府の対応が1760年代になってもまだ明確ではなかったことを示しているという。この
点の検討は次章で行うが，啓蒙思想の精神に基づく判決においては，呪術は「効果のない
（HeAeticTBeHHoe）」，「無分別な（6e3nyTHoe）」，「実現不可能なペテン行為（Hec6blTogHoe　o6－
MaHcTBo）」とされ，「『庶民』を誘惑するもの（co611a3＜＜npocTblx班oAe覚》）」で，「ばかばかしい
たわごと（He∬enHbIe　6acHH）」とみなされた。しかしエカチェリーナ2世は前任者と同じく，
「呪術」行為を「罪の許し」を求めるべき「背信」行為であるとしたのである（M）。
136
　　　　　　　　　　　近世ロシアの民間習俗をめぐる国家・教会・社会
　予言・占い・運勢判断
　呪術は予言をする上で大きい力を発揮した。特に女性にとって将来の配偶者を決あるため
（いつもというわけではないが），赤子の性別を占うたあに，将来の幸福や繁栄，そして何より
も農民にとって死活問題となる天候を占うために使われた。
　未来の占いはカード，夢，豆，溶けた蝋燭の形状の解釈，器に入れた水の表面に出来る輪の
解釈，煙や炎の形の解釈，鏡の中にイメージを現出させること，特別な音やふと聞いた言葉，
奇数と偶数の計算，偶然の出会い，燃え殻あるいは雪の上に残された何かの徴，雌鶏によって
啄ばまれた穀物のように動物と関連する神託・宣託，等によって行われた。将来の配偶者に関
連する占いは，特に，クリスマスの季節，夏至の頃，セミーク（復活祭後，聖三位一体前の第
7木曜日，聖霊降臨の頃。未婚女性の祝日。結婚占いを行い，治療および呪術のための薬草を
集める習慣がある）の時期に行われ，多くの農村共同体で夫を選ぶことに限られていた〔55）。
それゆえ以上のような手段でもって，自分の将来の配偶者のイメージや名前について呪術を使っ
て占うことは動的な社会よりも制約があった。
　18世紀以後の史料は新たに生まれる子供たちの性別を予言することに懐疑的である。すな
わち，「妊娠した女性がパンを熊に与え，もし熊が怒って喩るならば，彼女は女の子を産む。
しかしもし熊が静かなら，男の子を生む」とされたが，実際には飼いならされた熊は民衆の慰
みとして使われ，また結婚式に必要なものとされたのである（56）。
　民間占いは農民に限った事ではなかったが，以上の行為は農民にとっては天候や経済の変動
という重大事態，そして肉体的な生存のためとして感知されうるものの，他の階層にとっては
社会的娯楽にすぎなかった。たとえば19世紀半ば，クリスマスの季節のお祭時の占いは商人
や貴族の大多数にとって害のない楽しみとなり，外出することの少ない老齢の農村女性にとっ
ては外の世界との繋がりを維持するために大切なものとみなされた。
　運勢判断と占いはすべての階層に共通であった。とはいえコーヒーの豆とその出澗らしによ
る占いはコーヒーを消費する階層である貴族や富裕な商人などに限られていた。ちなみにコル
フ島出身でアレクサンドル1世（在位1801－25年）の外務大臣となるヨアンニス・カポディス
トリアス（1776－1831年，ロシア外相在任1815－22年，ギリシア臨時政府大統領在任1828－31
年）はカードとコーヒー・カップで占う95歳のフィン人女性を訪ねている（57）。
　1918年以降になって禁止される運勢判断および夢占いの本は1760年代から人々の入手可能
となった。これは農民の間でのオーラルな文化が読み書きのできる都市住民や貴族，とりわけ
貴婦人にとっても接近し得るようになったことを意味しているのかもしれない。18世紀末，
あるイギリス人は，自国も同様であるという指摘をしながら，西欧の観察者には例を見ないほ
ど率直に述べている。「ゴロフキン伯爵の家で，大晦日，彼らはよく行われる迷信の一つで運
勢占いのたあの最初の札出し〔カード遊びの一種〕をしていた。同じ目的のために蝋燭も使っ
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た。この夜，彼らはわれわれの間で聖マルコの日（4月25日がこの福音伝道者の祝日）の前
夜によく見られる他の迷信的な行いを幾つもしたのである」（58）。
第2章　魔法・呪術に対する国家と教会による規制
　第1節　17世紀までの法規定：呪術行為に対する世俗権力の介入の始まり
　中世ロシアの年代記は，ルーシの初期における呪術師の病的興奮に関するエピソードを伝え
ている。またキリスト教受容以後，教会は異教との闘いを開始し，呪術を行った者に対する聖
俗双方からの動きが活発化するものの，それは一様ではなかった。たとえばキリスト教を受容
したウラジーミル大公（在位980－1015年）は呪術を行った者を裁く権限を教会に与えたが（59），
11世紀の府主教イオアン2世（府主教位1080－1088年）は呪術を行った者に対する柔軟な姿
勢を見せている。しかし民衆の間では私刑（リンチ）が行われ，嫌疑をかけられた人を焼き殺
したり，神盟裁判の意味から手足を縛って水に投げ込んだりした㈹。
　16世紀初頭には完成されたとされる『ドモストロイ（家政訓）』では，正教キリスト教徒と
しての禁忌行為の中に次のようなことが明記されている。「悪魔の歌を歌ったり，太鼓を叩い
たり，ラッパを吹いたり，悪魔を喜ばす有りと凡ゆる放堵をなしても少しも畏れない者，魔術，
妖術，占星，数字占，十二宮占（61），カラスの〔鳴き〕声占（62）等を為したりする者，魔法の骨，
薬草，根などで人を死なせたり，魔術をかけたりする者，悪魔の言葉や幻映，妖術で信仰を破
ぶらせたり，嘘をつかせたり，友人を中傷させようとする者がいたら」（第23章），そうした
者は地獄へ落ちるなどとして警告を発している（第24章）（63）。
　とはいえ1497年（イヴァン3世時代）と1550年（イヴァン4世時代）の『スジェーブニク
（法典）』は呪術師および異教信仰についての罰則を含む明確な規定はない。おそらくこの問題
がすでに教会法によって規定されていたからであろうし，国家はこの問題に積極的には関わら
なかったためでもあろう。しかし，ライアンによると，モスクワ国家における法一特に1497
年と1550年の『スジェーブニク（法典）』および1649年の『ウロジェーニエ（1649年会議法
典）』一はビザンツ起源のカノン法（教会規則法），行政手続き規則，さらにはツァーリ，貴
族，その他の民衆との諸関係について述べた政治経済的な表明，以上の混合物であったとい
う（64）。これは聖俗双方の法が混然とした状態で存在していたとの前提に立っての指摘である。
　イヴァン4世（在位1533－84年）は当時横行していた呪術の問題に直面して具体的な方策を
とったモスクワ国家最初の君主である。彼は1551年の『ストグラフ（百章）会議』で国内の
長引く異教信仰に懸念を表明する。『ストグラフ』の中では，「占い師」，「妖術使い」，「魔術師」，
「日時を占うもの」などが指摘され，「そのようなあらゆる背信的な誘惑は聖なる教父によって
禁じられてきたところである」とし，「今後ともキリストを愛する陛下の帝国にはいってくる
異端は，完全に踏みにじらなければならない」という（第41章第17問）。これ以外にも，『ス
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トグラフ』では，「悪魔に魅せられた醜悪な行いをするよう唆す者」に対する注意等が喚起さ
れている（同第21問）。また「異端の書物を手にして読んだり，あるいは他の者を惑わしたり
教えたりして，それが発覚した者は，敬度なるツァーリから大いなる怒りをこうむり，主教か
らは聖なる規則にもとづき永久に破門されるべきである」という（同第22問）（65）。かくして
教会裁判が扱う事案に「魔術，魔法，妖術，呪術，まじない治療」が含まれることとなった
（同63章）（66）。結局のところ，すべての呪術行為は悪魔に仕えることであり，神はこれを禁じ
ているとしたのである（同93章）（67）。
　北ロシアの自由農民（qepHocomHsle）に対する裁判のための1589年法は，魔法使い（BeAy－
Hbff，ある版によるとBenBMa）について言及しているものの，それは様々なカテゴリーの住民
の「名誉に対する侮辱（6ecqeCTHe）」を補償する程度を明記するという文脈においてのみであっ
た。なお彼らは売春婦（611flAb）と同じくリストの最後に位置づけられた（68）。
　ポリス・ゴドゥノブ（在位1598－1605年）は全ての臣下に，ツァーリやその家族に対して食
べ物・飲み物。衣服その他を通じて呪いをかけないこと，呪術師を使って悪事を働かないこと，
足跡や風を使って呪いをかけないこと，さらには以上のような行為がなされたと知った場合は
直ちにツァーリに報告することを誓わせた㈹。
　17世紀を通じて上の傾向は継承された。呪術は聖俗双方の当局から注視され，聖界からは
告解（俄悔）と説教のなかでしばしばそれらを問題にしていた。アレクセイ・ミハイロヴィチ
による一連の布告は異教崇拝，占い，草木による治癒を含む呪術に関連するすべての実践を法
の将外に置き，呪術を行う者を厳しく罰することを命じている（前節で指摘したアレクセイ本
人の行動とは異なるが，それを「矛盾」と考えてはならないであろう）。1648年の法令は，呪
術師を鞭で打つこと，呪術を繰り返し行った者に対して死刑を定めている㈹。
　ロシア最初の全国法典『ウロジェーニエ（1649年会議法典）』では，神を冒漬する者および
教会の秩序を乱す者について次の様に規定している。「いかなる信仰であれ正教徒にあらざる
者が，あるいはロシア人が，主なる神とわれらが救世主イエス・キリストを，あるいはイエス
を生みし，いと浄きわれらが女宰たる聖母にして永遠の乙女マリアを，あるいは聖なる十字架
を，あるいは神にかなう聖人たちを冒濱した場合。それについて，あらゆる方法で厳重に取り
調べること。そして，取り調べた上でそれがたしかに立証された場合には，その漬神者の罪を
明らかにした上で，火刑によって処刑すること」，と明記している。1653年，新たな法令では
罰則として火刑が規定された（7】）。次のフヨードル3世（アレクセイヴィチ，在位1676－82年）
治世下の1682年にも厳罰の規定が繰り返されている（T2）。
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　第2節　18世紀の法規定：世俗権力の呪術行為に対する本格的闘争とその後の揺れ動き
　ピョートル時代
　18世紀の法規定は呪術問題が世俗権力の管轄下に移行するものの複雑な過程を示している。
国家と社会の西欧化＝近代化を目指すピョートル1世（在位1682－1725年）の時代，『陸軍操
典（BoHHcKmh　ycTaB）』（1715年4月26日印刷，1716年3月30日承認）と『海軍操典（Mop－
cKoti　ycTaB）』（1720年）が呪術，キリスト教への不信心，神に対する冒漬，などの問題につい
て明確に述べている。
　『陸軍操典』では，軍人には呪術（qePHOKHH）KeCTBO）が禁止され，それを行った者は死を持っ
て罰せられるとある。しかし死刑を適応するためには，法律で「彼が自らの呪術によって誰か
に害をなし，あるいは実際に悪魔と契約を結んでいることが」明らかであることが求められて
いる。また「もし軍人の中に偶像崇拝者（MnononoanoHHHK），呪術師（qepHoKHH）KeU），武器に呪
文をかける者（py）KbH．3aroBapllTe∬L），迷信を信じる者（cyeBepHblti），漬神の魔法使い（60roxy－
llHTenbHblti　gapoJleti）がいれば，その者は…列間答刑（m皿qpyTeH）に追いやられ，あるいは
火刑に処されるべし（BecbMa　co）K）KeH　HMeeT　6blTb）」（『陸軍操典』第1章第1条）（73），とある。
しかも上記のような規定はロシアだけに限ったことではなかったのである㈹。
　『海軍操典』では，「誰であれ，神を冒漬し，またその名を軽視し，神への奉仕を諺り，神の
言葉と聖なる機密〔秘跡のこと一筆者〕に悪口雑言を吐く者は，これらのことを酔ってなした
か素面でなしたかに関わりなく，はなはだしく露見した場合，舌を灼熱に熱した鉄でもって焼
き，その後で首をはねる」（『海軍操典』第4巻第1章第2条），と規定している。また，「誰で
あれ，いと浄き聖母，諸聖人，聖なる教会の言い伝えと法規に悪口雑言を吐く者は，その人物
がどのような身分であり，またどのような悪罵をなしたかを見極めた上で，悪罵の度合いに応
じて，体刑による懲罰，あるいは死刑に処す」（『海軍操典』第4巻第1章第3条）。さらに，
「もし悪罵する者の言葉が何ら漬神の内容を持っておらず，ただその無分別からそれがなされ
たのであれば，それが1度目ならば，犯かした者に対して，それが将校の場合には犯行の重要
さに応じて俸給の控除をもって処罰する。兵卒の場合には猫皮で厳しく打たれる。もし再び繰
り返すようなことがあれば，懲罰は幾度も行われる。その者は公開の場で教会の告解（繊悔）
をしなければならない。もし三度繰り返す場合には銃殺される」（『海軍操典』第4巻第1章第
5条）㈲，と規定されている。文面からでは呪術について言及していないように見えるが，「神
への冒漬」のなかには呪術行為が含まれていると考えられる。
　続く教会改革のための『聖職者規則（nyxoBHblti　PerllaMeHT）』（1721年）では，宗教に対す
る冒漬の罪ではなく，騙されやすい者に対する詐欺として魔法や呪術が非難された（76）。翌1722
年の布告により，「漬神（60roxynbHbie）」，「異端（epeTHqecKKe）」，「分離派（pacKollsHble）」，「魔
法（Bonme6Hbie）」という犯罪は，宗務院の宗教裁判所が所管する「宗教問題（nena　nyxoBHble）」
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として明瞭に区別された。しかしそれらの問題は，元老院指揮下にあるプレオブラジェンスキー
官署，機密局，捜査官署といったいわば世俗権力の調査機関も担当した㈹。
　上記の「犯罪」が法律に記載されるようになった背景には，疑いなく18世紀の呪術に関す
る裁判件数が17世紀のそれをはるかに凌駕していたという事実があげられる〔78）。
　ラヴローフの研究によると，1721年，呪術師に関する宗務院が扱う審理は6件であり，1722－
25年には年間2～5件の間を推移していた。こうした裁判件数の高まりにも拘らず，実際の判
決は極刑を求めることはなかった。この背景には，現実の情況を認めるウクライナの法的伝統
と結びつき，かつ専門知識を持ったウクライナ聖界の影響があった。彼らはウクライナにおけ
る呪術師裁判にも慣れており，それらを世俗の裁判として審理し，そうしたことをロシアの土
壌に移すことを厭わなかったのである㈹。
　ピョートル1世からアンナ女帝・エリザヴェータ女帝時代ヘ
　ピョートル1世の魔法や呪術に対する厳しい規定はその後も継承されたが，若干の変更も見
られた。アンナ女帝時代の1731年5月25日，呪術を行った者に対しては火刑による極刑で臨
むものの，元老院は呪術師をペテン師として判決を下すことを命じている。
　布告は次のように謳っている。「以下のことが女帝陛下の知れるところとなった。ロシアに
おいて，ある人々は悪事に対する神の怒りと永劫の苦しみを忘れ，あたかも自分は幾つもの呪
術（Bonme6cTBa）を知っているかのように見せ，庶民（npocTble　nKonH）にあらゆる手段を尽
くすと約束している。それがために庶民は自らの家に彼らを招き入れ，自らの悪巧みへの助力
を彼らにお願いしている。そのような偽りの呪術師（MHHMble　BonUle6HuKH）は彼らにそれを
行うことを約束もし，それがたあに彼らは少なからざる利益を得ているのである。しかし，そ
うした彼らの悪意をなす手段へと魅了するものは徒に自らに損害をもたらすのである。より正
しく言えば，神の怒りを招くのである。世俗の法に従って処罰され，言い換えれば罪に応じて
処刑されるのである。それゆえ，女帝陛下の布告に従い，元老院は以下のように命令を下した。
上記の点に関して，全ロシア帝国において，元老院から印刷された布告が発布されるべきこと。
それは，今後，なん人もいかなる偽りの呪術師をも公然とまたこっそりと家に招き入れること
なく，〔偽りの呪術師が〕やって来ることもなく，道々彼らと呪術について話し合うこともな
く，またいかなる悪意をなす彼らの教説を習うことがないようにするためである。もし，今後，
誰かが，神の怒りに傑かず，女帝陛下のこの布告を恐れず，何かしら呪術の手段のために呪術
師を自分のもとに呼び入れ，あるいは〔偽りの呪術師が〕彼らの家に行き，あるいは道々彼ら
と呪術について話をし，彼らの教説に従い，あるいはそのような呪術師が自身で害をなし，あ
るいは誰かのために呪術を行ったことが明らかとなったならば，その場合には，当該のペテン
師ども（06MaHmHKH）は死をもって処罰される。すなわち火刑に処せられるものとする。偽り
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の悪意のために彼らに要求する人々には厳しい罰則すなわち鞭打ち，あるいは罪の重さに応じ
て死刑が科される。もし当該のペテン師がそのような不信心（60roMepcKHe　Aella）を自分自身
のために行い，他の誰からの密告もなくして自分の罪を自ら明らかにする場合，その罪はいか
なる拷問をも行うことなく赦免されるものとする」⑳。
　上記の布告をどのように解釈するかについて様々な意見があるが，A．　C．ラヴローフによる
と大きく分けて2つの相反する見解があるという。まず第1は，この布告が処罰の厳格さを求
めているとする見方である。たとえばH．H．ボクロフスキーは，もっぱらこの布告に「呪術は
ペテン師によって庶民を騙す詐欺であるという啓蒙主義的理念」を見る（8’）。E．B．スミリャン
スカヤも同様に，法典における合理的思想の影響の現れであるとする。彼女によると，それ以
前にフランスで発布された布告と異なり，これが「魔女（BeAbMa）」や民衆の呪術信仰に対す
る政府や教会の迫害の廃止を意味するのではなく，反対に迫害が広範囲に促進されたとい
う㈱。第2は，処罰の軽減を求めているという考え方である。この立場に立つラヴローフは，
革命前の研究者A．レヴェンスチムの見解に依拠しつつ，布告は『陸軍操典』の条項の諸条件
（悪魔との契約および害を与えることを証明すること）について沈黙しているとする。この布
告によると，「民衆を根や囁きによって治療する，農村それぞれの治療師（3HaxaPb）は，火刑
に処せられたかもしれない」のである。しかし同時に，この布告は宗務院の求める教会での告
解に代わり，鞭打ちの導入が処罰の軽減を雄弁に物語っているという（とはいえ鞭打ちは体力
のない人にとっては事実上の死を意味していた）（83）。さらにより重要なのは，この布告の発行
部数が多く，主教管区に広く普及したことである。かくして告発する側とされる側双方に，上
記の布告は影響を与え，呪術は禁止されているという意識を植え付けることになった（U）。
　さらにラヴローフの研究を利用すると，1732－40年において，呪術師として訴追された40
件のうち15件に1731年の布告の引用が見られるという（それらを含めて16件だけが法的裏
付けのため法律を引用している）。この期間は呪術師を集中的に告発した時期であった。その
背景にはビロン体制（6HPOHOBIqHHa）という政治的問題があった可能性は否定できないが，そ
れでもって1739・40年にその件数が極端に減少する（1件）理由をすべて説明することはで
きない。あるいは宗務院副院長を務あたフェオファン・プロコポーヴィチの死（1736年）が
呪術師告発に対する宗務院の立場を変化させた可能性も否定できない。なおロシアにおける最
後の呪術師の処刑は，1736年，カザン県官房の決定によってなされたシンビルスクのポサー
ド民ヤーコヴ・ヤーロフに対するものである。実は，宗務院は適宜この事件について情報を得
ていたとは言い難く，やっと1740年になってヤーロフの生命を奪うことはないと提案したが，
時すでに遅かったのである（s5）。この点については本稿第4章第2節で検討する。
　エリザヴェータ女帝（在位1741－61年）時代もアンナ女帝の1731年布告に従って呪術師を
裁き続けた。すなわちエリザヴェータ女帝は，「魔法使い（qaPOAeH）が根，草，その他によっ
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て〔他の者を〕害する」場合にのみ死刑を認めつつも，単なる「（呪文の）囁き（皿enTaHHe）」
に対しては鞭あるいは答（n∬eTH剛K　6aTom）による刑罰を命じるのみである（86）。アンナ女帝
からエリザヴェータ女帝に至る1731－61年の30年間は呪術問題に関する裁判件数が最大となっ
た時代でもあった。実際，18世紀に行われた240件の裁判審理のうちほぼ150件がこの時代
に集中していたのである（87）。
　工力チェリーナ女帝の時代
　エカチェリーナ2世（在位1762－96年）時代に明確な変化が見られた。1762年10月8日の
元老院布告は「悪霊にとり愚かれた女たち（KJIHKyl皿）」を自称する者に対する懲罰について
述べている（88＞。さらに女帝は「法典編纂委員会」に宛てた「大訓令」のなかで，異教に対し
て宗教寛容で臨むように勧めてはいるものの，「呪術〔魔法〕および異端に関する事案の審理
については非常に慎重にしなくてはならない」，と指摘する（89）。1770年3月14日の元老院布
告は，啓蒙思想の影響もあって，呪術を重罪としての極刑からペテン行為にふさわしいより軽
い刑罰の対象とした（9°）。これに関連して，1772年10月26日の宗務院布告は，主教管区の主教
および聖職者に対して呪術師（「ペテン師」）に関する事件の「調査」を禁止した。以後，「ペ
テン師」の問題を「宗教的」問題としては審理せず，世俗当局の管轄下に置くとしている。こ
れ以外に，異なる信仰に対する世俗の監督は1774年12月19日付「百人長とその同僚たちに
与える指令」の中でも，アンナ女帝の1731年布告の文言を繰り返しながら確認されている（9D。
　1775年11月7日，エカチェリーナ2世は地方行政改革令（「全ロシア帝国の県行政に関す
る基本法令」）を発布し，その中でいわゆる良心裁判所（COBeCTHbre　cyAbl，法文によらず正義
に基づく裁判およびその裁判所）の創設を求めた（第26章「良心裁判所について」）。この裁
判所は民衆の迷信（呪術を含む），未成年者の犯罪，および精神病的犯罪等を所管した（92）。し
かし実際には，地方の裁判所などでは呪術行為を行った者に対しては死刑でもって臨み，さら
には私刑も行われていた（93）。民衆の迷信に関わる事件の中で，最も頻繁に良心裁判所に懸け
られた事案は「悪霊にとり慧かれた女」に関わるものであった。教会でのミサの最中，彼らは
自らに取り愚いた者の名を叫びながらヒステリックにわめき散らした（94）。時にこうした「悪
霊にとり悪かれた女」に対する告発は多くの無罪の人たちをも巻き込むことになった。たとえ
ば時代は遡るが，1670年，約70名の「悪霊にとり愚かれた女」が見境もなく告発されてシュー
ヤの町を事実上恐怖に陥れた。その結果，地方当局はツァーリに援助を求める事態にまで至っ
たのである（95）。
　「教区規定（ycTaB　B皿aroqHHHπ）」あるいは「警察規定（YcTaB　llollHlleticKMti）」が発せられた
1782年までに，呪術と迷信に関する問題を含む事案は宗教裁判所の活動領域から除外されて
刑事事件（yrOllOBHble）とみなされ，世俗の最高審の決定に委ねられた（96）。
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　第3節18世紀の宗務院記録にみる諸事件
　18世紀の前半だけで宗務院は60以上の「魔法・呪術と迷信」に関する事件を扱い，下級聖
職者裁判所および世俗の犯罪裁判所が処理した事案は数百に上るという（97）。1716年の主教宣
誓に際して，すべての主教は魔法や迷信が彼らの管区で行われていないことを誓わねばならな
かった。それは1721年のピョートルの『聖職者規則』の中でも述べられ，1737年のアンナ女
帝の布告によって強化されたが，もしそれを怠るなら裁判にかけるとの脅しをうけて，すべて
の主教と大修道院長は管区内での魔法・呪術と迷信，偽の奇跡，「悪霊にとり愚かれた女」な
どに関するいかなる事件についても宗務院に年2回の報告を行う義務を負ったのである（98）。
　すでに述べた敬度ではあるがナイーブなスーズダリの主教ポルフィーリーは，報告書のなか
で，特に誕生と結婚に対する呪い，および有害な「黒」魔術（＜＜qepHa」1＞＞BpenHocHas　MarHfl）が
広まる傾向に直面し，彼自身の身内の者に対してさえそれに立ち向かうことができないと絶望
して述べている（本稿第1章第1節も参照）。しかしほとんどの主教たちは賢明にもどこにで
もみられるそうした民間の習慣を見て見ぬふりをし，管区内ではすべてがうまくいっていると
どっち付かずの報告を書き送っていたのである（99）。
　18世紀の宗務院の管轄する教会裁判から幾つか特徴的な事件を拾ってみよう。ピョートル
治世晩年の1723年，ヴィボルグ連隊の退役兵士イヴァン・クラスコフが「怪しい」冊子や手
紙木製の占い用サイコロ，草および根を所有しているのが露顕した。尋問で，彼はペテルブ
ルクのヴァシーリー島でそれらの資料を見つけ，またサイコロは兵士でもある彼の甥から譲り
受けたと述べた。彼はそれを2年にわたり彼自身の家族の必要のため，健康および死期を占う
ために使ってきたが，その技を馬医者である従弟から学び，他の誰のためにも，また未来を占っ
たこともなかった。薬草も同様に彼自身のためにのみ使った。彼は，『陸軍操典』で禁じられ
ている武器に魔法の呪いをかけたこと，悪魔と語り合ったこと，偶像を崇拝したこと，神を冒
漬したこと，呪術・魔術を行ったことについては否定した。連隊の軍医は，草と根は純粋に医
学的に価値のあるもので害をなす呪術・魔術を行うには何ら効果のないものであることを証明
した。それにもかかわらず，イヴァンには列間答刑6回と公開での告解（俄悔）の判決が下さ
れたのである（1°o）。
　1723年，20歳になるヴァシーリーと名乗る「偽の聖なる愚者（ユロージヴィー）」が，殺人
や強姦を犯し，古儀式派風に2本指で十字を切ったこと，異端（文字どおりには異端信仰であ
るが，おそらくは魔法を行ったこと），指揮下にヘロデと呼ぶ悪魔を長とする悪魔たちをもっ
ていること，水車を動かなくさせたこと（悪魔たちが水車用の導水路に住んでいると考えられ
たから，機械がうまく動かないのは魔法使いのせいにされた），またギリシア，トルコ，スウェー
デンから財宝を持ってくるために悪魔を使ったこと，以上の廉で告訴された。宗務院は，彼が
「魔法使いであるとして，また悪魔たちを持っているとして」法務参議会に照会した（1°1）。
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　アンナ女帝時代の1731年，チェルニーゴフ主教座聖堂の輔祭ステファン・コジミンが悪魔
を呼び出す方法を含む呪術・魔法の書物を所有しているとして告発された。その書物によると，
十字架を取って，それを右足の踵で踏み潰し，ベルトをはずし，キリスト，聖母マリア，十二
使徒教会，十二使徒，教会の12の大祝日，そして自らの両親，以上を否認しなければならな
いとされているのである。チェレミス，クリミア，ザクセン（1）から呼び出された悪魔たち，
およびその他の外国からの悪魔たちは，ヴェリガー，ハズ，ヘロデ，アスピド，バシリスク，
エナレイ，セミョーン，インディクおよびハレイという名前である。呪文の一つは「ヴァルラ
アム，ヴァルゲルそしてガリレイ（！）よ，神エヌの召使いの病気を治したまえ。アーメン，
アーメン，アーメン」（102）であった。
　1740年，すでに述べたイリヤ・チョヴピロは（本稿第1章第1節参照），30年間にわたり
「悪魔たちの公」に仕える契約を血で書いたとして訴えられた。然るべき書式（モスクワ国家
の請願書で使用された法的書式が呪いでは普通に利用された）で書かれた契約書が証拠として
提出された（1°3）。
　エカチェリーナ2世の1770年，アルタイ地方の国有地農民アルテミー・サカロフは古儀式
派教徒であるとの疑いで捕えられ，「君主の一大事（CllOBO．H．neno）」の手続きの下告発された。
教会裁判所における尋問の後，政治的犯罪に関する調査のためにシベリアの地方官房に送られ
た。そこで告発には何も根拠がないことが分かったにも関わらず，審理は教会裁判所へ戻され
ることになった。というのも，調査によって，彼が訴えられた罪状のリストの中で一連の宗教
的犯罪が注目されたからである。それらは，強盗，殺人，放火，教会や異端の墓からの略奪，
悪魔との取引，悪魔（彼は悪魔を父と呼んだ）と古代スラヴのペルーン（スラヴの雷神である
が，当時の宮廷ではユダヤ的な異教神とみなされた），ヴィホール，そしてコリャダーの3神
に懇願することで魔法の呪文をかけたことを含んでいた。彼はまた夢を占い，その占いのため
に豆と詩編を使ったとされたのである（1°4）。
　以上は，呪術の問題を聖界当局がどのように認識していたかを示す事例である。最後の例が
よく示しているように，古儀式派教徒として逮捕された場合もあるし，あるいは異端の嫌疑を
かけられた場合もあり，呪術問題は決して単純に割り切れる問題ではない。とはいえ宗教裁判
所の管轄はやはり主に宗教問題であったことが分かる。
第3章　シンビルスクの「呪術師（魔法使い）」ヤーロフの事件
　事件の発端あるいは妻の「密告」
　ヤーロフ事件の起訴前の取調べはアンナ女帝即位後1年半ほど経った1732年8月5日にシ
ンビルスクで開始され，1736年3月18日に結審した。その間ペテルブルクの元老院と宗務院
はお互いに審理の経過を静観していた。まず事件の概要を述べるとしよう。
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　1732年8月5日，シムビルスク市役所（PaTy皿a）（’°5）に自らをシンビルスクのポサート民ヤー
コヴ・ヤーロフの妻ヴァルヴァーラ・ペトローヴァと名乗る婦人が現れた。市役所での尋問の
なかで，彼女は役人を前にして彼らがすぐには信じることができないような自分の夫に関する
話を語り始めた。しかしヴァルヴァーラが自分の証言を話し始めると，役人たちは彼女の言う
ことを信じ，彼女がヤーロフについて知っていることをすべて，さらにはヤーロフについて知っ
ていることを残らず話すように命じた㈹。
　ヴァルヴァーラの話によると，1732年2月4日，彼女はヤーロフのもとに嫁いだ。結婚当
初，彼女はヤーロフの様子について気付くことはなかったが，時が経てば経つほど，夫は謎め
いて奇妙な行動をとるようになった。毎日，暗くなり始めるや，ヤーロフはもう自分の「屋根
裏部屋に（Ha．nonBO∬OKHe）」閉じこもっている。彼女はこっそりと夫のいる部屋の壁まで近づ
き壁に耳をあてたり，ヤーロフが「異端の書（epeTHqeCKHe闘HrH）によって魔法を行ってい
ることを注意して見ていた」。このことはヤーロヴァの心に極あて強い印象を与えた。まさに
こうしたことのために，彼女はまず初めには聖神女昇天教会の自分の霊的（nyXOBHSIti）神父
〔すなわち臓悔聴聞司祭〕ニキータ・アンドレーエフに相談し，その後，同じく神父のニキー
フォル・エピファーノブに相談した。つまり「彼女の夫が異端の書を所有していることを話し
たのである。両人とも彼女がそこにとどまっているのはふさわしくなく，彼女の夫ヤーロフを
捜査するためにシンビルスク市役所に行く〔訴え出る〕ことが適当であるとした」（m。
　ヴァルヴァーラの「密告（H3BeT）」の真偽を確かめつつ，市役所における彼女の証言はこう
して終わっている。そこに真理の一端が潜んでいることを市役所の役人たちは確信したので
ある。
　逮　捕
　他日，捜査のために，また妻の報告の真偽を確かめるために，地区の長老（3eMCKHB　CTapo－
CTa）であるセミョーン・ヤスィリンとその「補佐役たち（c．TOBaPHIUH）」が派遣された。指定
された場所に着くと，差し向けられた人々は，ヤーロフが秘密の業を行っている真最中に彼を
取り押さえた。以下はその顛末である。
　派遣された人々は彼の家の上階にある屋根裏部屋へ向かい，ヤーロフが何をしているのかを，
またほの暗い灯りのもとで皆の前に興味深い光景が広がっているのを目にした。すなわち，彼
らは「淫蕩へと導く偽りの呪文の書が網籠の中の穀物の粉に埋もれている状態を，また少ない
が古い様々な根，占いの手帳（TeXpanKH　raAaTellbHble），彼ヤーロフ自身の書付（n”csMa　pyKH
ero），あらゆる種類の乾燥させた草，手もみの草，手でもまれていない草（BcflKHe　pa3Hble
TpaBbl　cYIIIeHble　ll　TepTLIe　”　He　TepTble），手順書（6yKBapb）およびその他の書付（n”cbMa）を
発見した」（1°8）。ヤーロフ自身の周りには「人骨（KocTM・gelloBeqecKHe）」が並べられていた（1°9）。
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　ヤーロフがどこに何を隠すのかを十分見届け，記憶にとどめ，彼が呪術を行い始めたまさに
そのとき，派遣された人々は屋根裏部屋へ押し入ったのである。ヤーロフを縛り，見つけ出す
ことができたものすべて，および呪術行為にとって意味があると皆が認めたものすべてを押収
した。物的証拠を積あ込んだ大きな籠とともに，ヤーロフは市役所の役人たちの前に連行され
てきた。ここですべての取り調べに際して，役人たちはヤーロフに「異端（epeTHqeCTBO）で
あると」自白させようとした。そのために彼を拷問し，「答で打ちすえ（6bioT　6aToroM）」，彼
が話すことすべてが「尋問（nonpoc）」で直に書き留められることになったのである。
　証　言
　ヤーロフは次のように証言した。「その異端の書を彼は9年前から所有している」。「まさに
この不可思議な書に従って，彼は常々あらゆる行為〔呪術一筆者〕を行った」。彼がその書を
研究した後，それによって，彼は「すべての創造主である真実なる神（BceTBopell　HcTvaHHbiti
Bor）を否認」し，決してキリストを認めようとはしなかった。この教えにより，彼は「悪魔
とサタンを君主とし，他の異端者であるディオニーシイとヴァルラアミイ〔ヴァルラアム〕を
師とし，自らを彼らの奴隷とみなし，言葉でもそのように呼んだ。彼は悪魔の意思に従うと誓っ
た。彼はその書に書かれていることをすべて話した」㈹。このディオニーシイとヴァルラアム
については本稿第4章で述べる。
　さらにヤーロフ自身は次のように語り続けた。彼は「そのような異端の書を」たまたま見つ
けた。「その書の助けにより，どのようなものであれ彼が望むものに対して放蕩へ向かう己の
力を示すことを学んだ」。しかし彼の母親と妻は彼のそのような魔法についてまったく知らな
かった。ただ，彼は一度ならず自分の臓悔聴聞神父であるニキータ・アンドレーエフに「神を
否認する」という「過ちを認めざるを」得なかった（lll）。とはいえ，呪術師（魔法使い）につ
いての布告発布（1’2）後，ヤーロフは「自分の家で魔法（呪術）を行うことを」まったく止め，
「草と根についてだけ学び」始めたのである，と。
　こうした自白の後，ヤーロフに対して妻との対審が行われた。その際，ヴァルヴァーラ・ペ
トローヴァ・ヤーロヴァは以前の通り，自分の意見を変えずに次のように述べた。彼女は「自
分の夫が異端であると気付いていた」（113），と。
　調　査
　シンビルスク市役所は以上の点だけで結論に達するべきではないと考えた。むしろ反対に，
ヤーロフ自身と彼の妻の双方の証言を考慮に入れるべきであるとした。
　他方，カザンの上級聖職者官署（ApxMepeMcKmh　nyxoBHslit　npMKa3）ではニキータ・アンドレー
エフ神父に対する尋問が行われた。そこで彼はヤーロフの証言を完全に否定したうえで次のよ
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うに補足した。「以前にも，またその後も」，ヤーロフは神父のところに「俄悔のためにやって．
来たことはなく，自ら異端という点で彼にはその過ちを認めたこともなく，また聖餐にあずかっ
たことさえなかった」。このことは別のニキーフォル・エリファーノブ神父も認めている（n4）。
　当局は手段を尽くしてヤーロフの呪術行為と少なくとも直接的に関係する人物について情報
を得ようとした。上級聖職者国庫官署（ApxllepeticKilti　Ka3eHHblti　npHKa3）では次のことが分
かった。1730年，彼はシンビルスクで多くの「病める者たち」を治療したが，それは自分の
個人的な欲求からだけではなく，シンビルスクのポサート民自身の懇願によるものでもあった。
ピョートル・カラームィシェフおよびその弟のガヴリール，イヴァン・イズジェベルスキイ，
その嫁であるマリア・イヴァーノヴァ，グリゴーリー・デレヴャーギン，その他である。これ
以外にも，ヤーロフが「無分別から（oT　6e3yMHfi）」「治療した（BpaqeBaJl）」人々がいた。尋
問にあたって，上で述べた証人たちは異口同音に次のように証言した。ヤーロフは彼らの様々
な病気を治した。このことは彼らだけに知られているのではなく，「彼らよりも地位の高い
（Ba）KHee・”x）」他の人々も知っているのである（115）。
　また，ヤーロフの研究，異端の書および魔法・呪術について，上記シンビルスクのポサード
民たちは柳かもヤーロフについて疑念を抱いてはいなかった。反対に，彼らにとってヤーロフ
は「信心深く（60ro60∬3HeHHb面」，かつ善良な人であった。治療に際してヤーロフは洗礼式に
おける祈疇書に印刷されている悪魔と悪霊への崇拝を禁ずる3つの祈りを唱えた。これらの証
言がヤーロフに伝えられると，突如，彼はプロートニコフと呼ばれるそのような「秘密の呪術
治療師（Bopo》Keq　TatiHoro）」を知っていると言い出した。「己の呪術が何であるのか，彼は実
際のところ知らない」，というのである。他の「有害な異端者（3皿oBpenHblti　epeTHK）」（＝プロー
トニコフ）に対するヤーロフの与えたヒントのおかげで，役人たちは彼を調べる手段や方法を
得た。しかしシンビルスクの住人のうち誰もこのプロートニコフを知る者はいなかった。シン
ビルスク市役所がヤーロフの審理を終え，すべての記録文書がまずは〔カザン県〕地方長官行
政官房（KaHUeJlflpHfl　BoeBoncKoro　npaBlleHMfi）に，その後，下位機関であるシンビルスク郡官
房（KaHueJlslpHfl　CliM611pcKoti　HpoBzHllHva）に引き継がれた。ここでわれわれは次のことを知る
ことになる。自らの証言を異口同音に繰り返す証人たちすべてが再尋問され，彼らは「ヤーロ
フが神を冒漬し異端の行いをすることを目にすることなく，治療師として彼に懇願して，彼の
診察を受け，彼が調合したまさにその草を飲み，かくしてそうした草のおかげで彼らはいつも
痛みなどを和らげていたのである」。ヤーロフに対しては，特に治療師「プロートニコフ」に
関して幾つか質問され，これについて彼がすべてを説明するよう答で打ちすえられた。ヤーロ
フは「長いこと自説〔治療師プロートニコフを知っているということ〕を曲げなかったが」，
最後には拷問に耐え切れず自らの証言を覆した。ヤーロフは「プロートニコフに無実の罪を着
せ」，「プロートニコフには罪はない（BnonHe　oqHcTHJI　HnoTHHKoBa）」，と述べたのである（116）。
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　捜査の終了，判決，そして処刑
　ここに至り「異端者」ヤーロフについての全捜査が終了した。彼を告訴するためのすべての
証拠が〔シンビルスク郡官房から〕カザン県地方長官行政官房に最終審理のために提出された。
そこでは不可解なもの，およびこの事件がもつ様々な問題点には注意が払われることなく，彼
のすべての行いはヤーロフの罪として明確に異端者の見解によるものとされたのである。カザ
ン県官房は『ウロジェーニエ（1649年会議法典）』第1章第1条，および1731年5月20日付
アンナ女帝の勅令（117）に従って，「呪術師（あるいは魔法使いBon皿e6HHK）ヤーロフは彼のな
した他人に恐怖を懐かせた嘘と背信の行為に対して，火刑による死を持って処刑される」こと
を決定した。結審した1736年3月18日，ヤーロフの処刑が公開で行われた。「何となれば，
当該のヤーロフは尋問において，すべての創造主である神を否認したこと，自らが異端である
こと，そのことを俄悔聴聞司祭に臓悔し，聖餐を受けたからである」。しかし「彼ヤーロフは
処刑の終了まで邪悪の中にいたことは明らかである」（118＞。以上のことすべてについて，カザン
県地方長官行政官房は元老院に急ぎ報告した。
第4章　事件をめぐる国家・教会・社会
　第1節　当局の動向
　文書作成の経緯
　現存する史料から，当局はどのように事件を認識していたのだろうか。まずは史料の束を紐
解いてみることから始めよう。
　元老院文書は「（文書番号4514番一以下同じ）1740年11月22日，機密局に従い，提出す
ることが書き留められた。カザン県官房から元老院宛て。非常後備軍命令の報告」（prA八A．
Φ．248．En．　Xp．792．　A．30．　JI．1123－1125）である。他方，宗務院に集められている史料は，綴
じられている順に，まず1740年7月16日に書き留められた「（2769番）1740年7月16日に
読み上げられた元老院から宗務院宛て文書」（PrHA．Φ．796．　on．21．　A．　328．　JI．1）があり，そ
のあとに「（30番）1734年11月9日の日付のあるカザン県から元老院宛て報告書」（TaM》Ke．
JI．　2－506．）が続く。これは事件の経緯ならびに裁判尋問過程でのヤーロフの陳述が第1の史料
よりも詳しく述べられている。日付のない「（文書番号なし）漬神者ヤーコヴ・ヤーロフにつ
いて。カザン県から元老院宛て報告抜粋」（TaM）Ke．　JI．6－7）は量刑について元老院への照会が
主である。1740年7月31日に署名された「（159番）1740年7月30日に書き留められた宗務
院の議事録」（TaM）Ke．　JI．8－906．），「（2351番・）全ロシアの専制君主にして皇帝陛下の布告，宗
務院からカザンとスヴィヤシスクの府主教宛て」（TaM・）Ke．　JI。9），「（2352番）カザン県官房宛
て布告」（TaM）Ke．兀9－906．），1740年9月23日に提出された「（3867番）1740年8月27日と
日付のある宗務院宛てへの報告」（TaM・）Ke，　JI，10），1740年10月23日に提出された「（4344番）
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カザン県官房から宗務院宛て。非常後備軍命令の報告」（TaM）Ke．兀11－1306．），1740年11月
25日に提出された「（4839番）1740年10月14日の日付がある宗務院宛て報告」（TaM）Ke．　JI．
14－15），　と続く。
　文書番号は元老院と宗務院の2方向から付されており，その番号により作成された順序が分
かる。元老院文書（4514番）は宗務院に集められていた文書のうち文書番号（元老院文書番
号であろう）4344番と4839番の間にくるものであろうし，内容的には4344番と4514番は重
なる。ただし，4344番はカザン県官房から宗務院宛てであるのに対して，4514番はカザン県
官房から元老院宛てである。また4514番に出てくる「6209番と付された7月17日付の写し」
とは何か不明のままである。すなわちすべての関係文書が現存しているわけではないと考えら
れる（あるいは別の文書群にまぎれているとも考えられる）。
　以上の点を考慮し，かつ当時の裁判・尋問の執行の様子からして，文書は地方から中央官庁
へと上がる手順を踏んでいたことが分かる。すなわちシンビルスク郡官房からカザン県官房，
そしてカザン県官房から元老院という地方から中央へという流れである。聖界においてもそう
である。
　裁判・審理の経緯
　上述の史料を年代順に並べてみると次のようになろう。①「（30番）1734年11月9日の日付
のあるカザン県から元老院宛て報告書」，②「（文書番号なし）漬神者ヤーコヴ・ヤーロフにつ
いて。カザン県から元老院宛て報告抜粋（日付なし）」，③「（159番）1740年7月30日に書き
留められた宗務院の議事録」，④「（2351番）全ロシアの専制君主にして皇帝陛下の布告，宗務
院からカザンとスヴィヤシスクの府主教宛て」，⑤「（2352番）カザン県官房宛て布告」，⑥
「（2769番）1740年7月16日に読み上げられた元老院から宗務院宛て文書」，⑦「（3867番）
1740年8月27日と日付のある宗務院宛てへの報告」，⑧「（4344番）カザン県官房から宗務院
宛て。非常後備軍命令の報告」，⑨「（4514番一以下同じ）1740年11月22日，機密局に従い，
提出することが書き留められた。カザン県官房から元老院宛て。非常後備軍命令の報告」，⑩
「（4839番）1740年10月14日の日付がある宗務院宛て報告」，以上である。
　すでに述べたように，現存しない史料もありそうなので，以上が当該テーマに関する全史料
というわけではないかもしれない。それにもかかわらず，史料内容の重複から，詳細な事件・
裁判内容を知ることができる。その概要は前章で述べたとおりである。ただし注意すべきは，
近世ロシアにおけるすべての裁判がそうであったように，通常3度の拷問による自白を証拠の
第1条件としていることである。また記録は書記官の手によるため，ヤーロフの発言は3人称
となっている。さらには告発する側とされる側の対審がおこなわれている。以上が留意すべき
点である。
150
　　　　　　　　　　　近世ロシアの民間習俗をめぐる国家・教会・社会
　裁判の経緯については聖俗双方が注目していた。具体的かつ主な審理はカザン県官房で行わ
れたが，そこでの報告はペテルブルクにある元老院へも宗務院へも送付されている。しかもそ
れぞれの下部機関にも検討させている。元老院であれば機密局へ，宗務院であればカザンとス
ヴィヤシスクの府主教（座）である。これらのことは，当該事件の審理に当たり，いまだ聖俗
混在状態であり，世俗権力のみが決定するというわけではなかったことを示している。しかし，
その判決に当たり，教会法ではなく，世俗の法が持ち出されていることは近代国家が形成され
ようとしていた18世紀ロシアの国家と社会を考える上で重要である。
　上で述べた現存する史料の日付から見て，聖俗両界における情報獲得に時間の差があったこ
とを窺わせる。元老院文書は1734年11月9日付のものが最初であるが，最初の宗務院文書類
は1740年7月のもので，すでにヤーロフは処刑されて4年余りが過ぎていた。このことは上
記のことと関係があるのであろうか。とはいえ宗務院が1740年まで事件についてまったく知
らなかったとは考え難い。というのも，「（30番）1734年11月9日の日付のあるカザン県から
元老院宛て報告書」が宗務院文書の中に入っており，また実際に聖職者2名が世俗の裁判で審
理を受けていたからである。以上の点を含めて，別の角度からいま一度事件について考えてみ
よう。
　第2節　「呪術師（魔法使い）」ヤーロフの事件をめぐる諸問題
　シンピルスク市
　ヤーロフが生きたシンビルスクはどのような町であったのだろうか。1648年，新しい「シ
ンビルスク境界線（CHH6HpcKa∬qepTa）」強化のたあに派遣された貴族ヒートロヴォは，ヴォ
ルガ川の高い沿岸部に沿岸にいたモルドヴァ人に対抗してシンビルスクを建設した。都市の開
基から18世紀末まで，CHM6叩cKはCHH6HpcKと書き慣わされていた。その名称は現在のシン
ビルスク市よりもヴォルガ川を13ヴェルスタ（1ヴェルスタ＝LO67キロメートル）下った地
点にボルガルの都市シンビルスクを建てたブルガルの公シンビルに由来するとも，あるいはチュ
ヴァーシ語ないしはスカンジナヴィア語に由来するとも言わる。ヒートロヴォと共に，シンビ
ルスクにはアルザマスの大貴族（60fiP），ニジェゴロドの大貴族，他の地域の貴族や小貴族
（AeTH　60HPCKHe），夕夕一ルのムルザ，および他の勤務人がやって来た。都市建設のためにモ
スクワ国家の他の地域から担税民（T511’llLle．llK）AM）が集められた。1652年，都市はすでに完成
した。都市の主要部分は，丸太の壁で囲まれ，幾つもの塔を有し，堀がめぐらされ，規則正し
い四角形をしていた。またここは「クレムリ」，「要塞」，および「丸太の都市」と呼ばれ，シ
ンビルスク山の頂上にあって，縦横それぞれ200サージェン（1サージェン＝2．134メートル）
であった。その周りには壁があり，堀と土塁によって囲まれているポサード（商工地区）があ
り，さらにスロボダ（貢税の義務を負わない，いわば自由農民の村）が存在していた。
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　1670年，シンビルスクはステンカ・ラージン軍の包囲に耐えた。2年後にはエサウールのフェ
リカ・シェルジャーク率いるカザーク叛乱軍を撃退した。カザーク叛乱鎮圧後，シンビルスク
は周辺地域の植民事業において特に重要な位置を占めるようになった。シンビルスクへの「長
きにわたる定住のために（3a．nOJIroe　cHneHbe）」，勤務人には多くの無主地が与えられた。間も
なくそこは他の場所からやって来た農民や自由意思の移住者たちの居住地となった。また
1773年と75年には叛乱の指導者プガチョーフ本人が同地の牢獄に繋がれている。
　都市そのものも大いに発展した。1679年，シンビルスクには605戸，1，679人の住民がいた。
それには勤務人，「丸太の都市」の住民，修道院は含まれていない。1670－80年代，ポサード
民504戸，1，334人，勤務人0戸，396人，他114戸，282人である。1722年の登録簿による
と，ポサード民は2，097人であった（’19）。1755年の第2回納税人口調査によると，沿ヴォルガ
地方の都市人口は5，806人で，この地方における全人口の1．94％にあたっていた（12°）。以上のこ
とから，1730年代，シンビルスクの人口はおよそ5，000人であったと推定される。
　都市人口の増大は，18世紀前半における農民の大量流入が関係している。抑圧を逃れて，
大量に農民が都市に入ってきたのである。1729年の布告により，われわれは次のことを知る。
「ニージニー・デ・ノーヴィー・グラード〔ニージニー・ノヴゴロド〕のポサードの地には，
パスポートを所持し，また所持せずに，やって来た多くの御料地農民，高位聖職者領農民，修
道院領農民，および領主農民が住んでいる」。彼らは自らの支配者の手を逃れて自分の意思で
やって来たのである。逃亡農民の多くは辺境の諸都市に住み着いた。アストラハンでは，彼ら
は漁業に携わった。シンビルスクでは，「商人のもとで労働者」として暮らした。この時期，
多くの逃亡民は様々な都市の工場で働いていたのである（⑳。モスクワとペテルブルクにはそ
のような人が多くいたが，より多くの逃亡農民はウクライナに定着したのである（122）。ヴォル
ガ中流域最大の都市は穀物交易で大きな役割を果たしたシンビルスクとカザンであった（’23）。
　1780年，総督官庁によると，シンビルスクの人口は約1万人であった。19世紀に入ると，
1838年には1万7，379人，1856年には2万6，521人，1876年には2万8，041人である。そして
1897年（第1回国勢調査）には4万3，298人であり，その内訳は，男性2万1，859人，女性2
万1，439人である。1897年当時の身分について言えば，貴族は8．8％，聖職者0．8％，商人と名
誉市民3．2％，町人57．5％，農民1LO％，軍人17．7％，他の身分および外国人1．0％である。宗
教に関して，正教徒は96，9％，イスラム教徒は約3％である。
　人口の増加に伴って，商業が増大したが，他方では，都市の軍事的な意義が失われていった。
18世紀初頭までに，8つの門を持つ木造の要塞は廃城と化してしまった。行政上，シンビルス
クは，1708年にカザン県に，1717年にはアストラハン県に，1728年には再びカザン県に編入
された。1780年，そこから独立してシンビルスク総督管区の中心都市となり，1796年には県
都市となった。19世紀には，穀物，魚，家畜，材木を扱う商業の中心となった。1790年代に
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は最初の公共劇場が開設され，1840年代には図書館が建てられた。1832年，シンビルスクに
独立した大主教職が置かれた〔124）。
　以上から，シンビルスクは近世に形成・発展した典型的な地方都市ということになる。しか
し，これからだけではなぜこの都市に当該の事件が発生したのか答えを導き出すことは困難で
ある。つまりこの事件はシンビルスクに特有のものではなかったのかもしれない。
　ヤーコヴ・ヤーロフとは誰か？
　さてヤーロフの事件はいかなる意味を持つのか，それを幾つかの論点に整理したうえで検討
しよう。ヤーコヴ・ヤーロフはどのような人物なのか。いつどこで生まれ，何を生業としてい
たのか。事件の背景は何か，等々である。しかし，われわれが手にする現存する史料はそれに
ついて何も語ってはくれない。そもそも「ポサード民」のような一般庶民に関する史料など通
常は存在しない。以下，そうした史料的な限界を確認したうえで論じることにする。
　史料の中では，魔法使い・呪術師（Bollme6HHK，　Bollme6cTBo），濱神者（60roxynbHHK），背教
者（60rooTcTyfiHKK），あるいは異端者（epeTMK，　epαr四ecTBo），などの用語が混在している（125）。
ヤーロフの妻は夫を異端者および背教者として「密告」した。彼女の言葉によると，ヤーロフ
が「屋根裏部屋へ入るのを見た。そこには聖者の顔が壁に掛けられてある幾つもの聖なる似姿
（イコン）がある。水をコップに注いでから，土を紙の上に乗せた。両手に蝋燭をとってから，
その水の上，土の上，蝋燭の上に対して，自らの異端の書に従って異端を行った。また西に
向かってうつ伏せになって左手でお祈りした。横たわって寝て，その後，起き上がり，水で顔
を洗わず，聖なる似姿（イコン）に対して拝まず，十字も切らなかった」（「26），というのであ
る。
　またヤーロフは，妻に対して，「聖なる似姿（イコン）に対して拝むこと，水で顔を洗うこ
と，十字を切ること，以上のことを禁じた。そして妻に，妊娠して（KaK　oHa　6bma　qpeBaTa）
子供が産まれたら，その赤ん坊に洗礼を施すためにその父であるサタンに差し出すようにと
語った」（127）。こうしたことから，0．几ゴレルキナと0．几ジュラヴェリは悪魔と契約を結んだ
人間の一人としてヤーロフを研究対象としたのである（本稿「はじめに」を参照）。
　以上が，妻によるヤーロフについての証言である。しかし上記以外の点については不明のま
まである。
　予言者あるいは占い師か？
　ヤーロフは占いの詩編（ranaTenbHblti　llYcaJITLIpb）によって人骨を並べている。「占いの書
に関しては，詩編の聖詩に従ってのみ，どの道を行くべきか，点の付いた骨を放り投げた。ど
のように骨が落ちるのか，その書で見極めたのである」（’28）。これもヤーロフの妻による証言で
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ある。
　18世紀前半，テキストや占い表を頼りに占うことは特にアルカイックで中世的な特徴を有
していた。新しくヨーロッパから翻訳されて入ってきた占いに関する著作はやっと18世紀後
半になってロシア社会に広まった。18世紀前半においては，詩編ダヴィド王の予言〔129），ラ
フリ（13°），アリストテレスの門（13i）に従って占われ，日の吉兆についての説話預言者にして賢
者ヴァルラアム（132）の予言，様々な由来の一種の『外典』（TpeneTHHK）やほかの古代のテキス
トが多く読まれたのである。14世紀以来，予言に関する文献は偽の書や神を否認する書につ
いてロシアの目録一覧に入れられ，17世紀においては，その目録に予言に関する20作品以上
の書籍が含まれていた。18世紀，作品は保存され，筆写され続けたのである㈹）。
　ヤーロフはそれらを読み，その影響を受けていたのかもしれない。しかし占いについて，上
記の妻の証言以外，彼が何を占ったのか，誰のためなのか，その目的は何なのか，あるいはそ
の後の活動など依然不明のままである。
　「異端者（epeTl4K）ディオニーシイとヴァルラアム」の弟子？
　それではヤーロフの証言に出てくるディオニーシイとヴァルラアムとはいったい誰なのか。
またヤーロフが自らの信仰を述べるにあたり依拠したとされる「不可思議な書」とは何か。こ
の点について，史料の最初の紹介者である八．サポージニコフは以下のように推論する（13‘）。
　ロシア古儀式派の歴史の中に異端者ディオニーシイとヴァルラアムの名前を見出すことはで
きない。しかしヤーロフの証言の中には「何かしら」謎めいたものがあると同時に，14世紀
のギリシア，その後のイタリアにおいて，（彼の証言と信仰のなかにある若干の誤解にはもち
ろん注意しなければならないのだが）たまたま彼が手に入れることになった書に書かれている
教義との類似性が認められる。
　ここでヴァルラアムについて説明しておこう。この人物はいわば時代の子であった。彼は
「教養が高く，明敏にして雄弁，カトリックのしきたりの中で育った」人物である。ビザンツ
帝国の聖救世主修道院（MoHacT51pL　CBHToro　Cnac盟Te朋）の典院として，彼は皇帝によって
「聖ディオニーシイの教えを解説することを」託された。その後，時を経て，われわれはヴァ
ルラアムがすでにコンスタンティノープルで活動する異端者となっていることを知るのである。
彼の教義はまさにディオニーシイによって与えられたドグマに端緒がある。ヴァルラアムはそ
の道をまっすぐに進み，「光明（CBeT）」すなわち正教の信仰によると聖霊降臨と聖霊の顕現は
われわれ人間の思惟よりも低い，との結論に達するのである。彼はこれを「太陽の光（∬yq
COIIHua）」になぞらえている。こうした理解の原因は，彼がテッサロニケ修道院の「静寂主義
者たち（vaCHxaCTbl）のところに」立ち寄り，そこの修道士たちが彼に「まるで最も深遠なる
宗教的な雰囲気にいる間に，彼らが神の光明を見る栄誉に浴する」，と語ったことに由来する。
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ヴァルアラムの教義のなかでは次のように簡潔に述べられている。「タヴォル山に現れ出た光
は神の光明，大天使たちの光明でなかっただけではなく，本質的には私たちの思惟よりも低い
ものである。われわれの思惟はうわべの感覚の支配下にあるのではない。神の光明を肉体の目
で，すなわち不完全かつ神の恵みによって清められていない人間の目で，空間に現われて大気
に色をつける何かしら形而下的なものとして見ることができたとしても，私たちの思惟を目に
することはできない」㈹。このような理解に対して，ヴァルラアムおよび彼と意見を同じくす
る人々の甚だ反宗教的な教義をありとあらゆる方法で退け，悪魔との交流であるとしてその教
義を避けるようにというコンスタンティノープル総主教による正教信者への呼びかけがなされ
たのである（㈹。
　ヴァルラアムの教えについて，われわれはヤーロフとの関連で，以上のように推測すること
ができるかもしれない。しかしそうだとしても，またたとえ名前だけだったとしてもどのよう
にしてヤーロフはヴァルラアムの教えを知ることができたのだろうか。またその教えを知り得
たのはヤーロフだけだったのだろうか，等々。そうした疑問は依然未解決のままである。
　またディオニーシイとは誰なのかという疑問も残る。上で述べたヴァルラアムの師かも知れ
ないが，ヤーロフの出現以前に異端を疑われたディオニーシイなる人物がロシアには存在する。
1702年，ズヴェニゴロドのサッヴィノ＝ストロジェフスキー修道院の長老ディオニーシイ・
グレクは，モスクワのボロタで，彼によって書かれた魔法の「異端の書付」と共に火刑になっ
た（137）。この人物であるという可能性も残るが断定はできない。以上はヤーロフが「異端」で
あるという前提に立っての推論である。
　「治療師」か？
　しかし上の推測に反対の見解もある。ヤーロフは草や人体について熟知している治療師に過
ぎないというのである。すなわち彼は治療を望んでやって来る病人に援助の手を差し延べただ
けであると。拷問によって得られた自白はそのことを裏付けているかのようである。彼は所有
していた「書に基づいて」すべてを語ったが，彼の尋問を行った人々には，この書はヤーロフ
がそれに従って「魔法を使う・呪術を行う（KonnOBaTb）」ことができる「異端」の書のように
・思えたのである。
　注目すべきは，ヤーロフが治療師としてシンビルスク住民の信頼を勝ち得ていたことである。
史料の中では，治療師（πeKaPb）という言葉が見える。史料によると，「彼ヤーロフはシンビ
ルスクで，シンビルスクのポサード民たちの懇願に応じて，すなわちピョートル・カラームィ
シェフ，彼の弟ガヴリーロ，イヴァン・イズジェベルスキイ，彼の息子の嫁であるマリア・イ
ヴァーノヴァ，グレゴーリイ・デレヴャーギン，家でどのように呼ばれていたのか記憶にない
その息子の嫁，以上の人々の懇願に応じて治療を行ったのである。彼らカラームィシェフ，イ
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ズジェベルスキー，およびデレヴャーギンたちの求あに応じたものである。彼らはそのこと
〔ヤーロフは治療することができるということ〕について知っていたのである。彼ヤーロフは
異端の書によってでもなく，また魔法（呪術）によってでもなく治療した。ただ彼は祈りを捧
げただけである。その祈りは洗礼の際の祈薦書に印刷されている祈りであるが，悪魔ゆえ（OT
6ecoB，　HeqllcTblx．nyxoB）に禁止されているのである。すなわち3つの祈りである。何となれば，
彼ら病める者たちはその点において理性を持たなかったからである。そしてシンビルスクでの
審理において，その治療は送付された魔法（呪術）に関する布告が〔シンビルスクに〕到着す
るまでなされたと証言した。神を否認するその異端について，彼らカラームィシェフとその他
の誰も彼〔が異端であること〕について知らなかった」。「シンビルスクのポサード民であるガ
ヴリーロ・カラームシェフ，イヴァン・イズジェベルスキイの息子の嫁であるマリア・イヴァー
ノヴァ，およびグレゴーリイ・デレヴャーギンの息子の嫁であるマトリョーナ・イヴァーノ
ヴァは次のように証言した。彼らの家に彼ヤーロフが彼らの懇願により彼らのもとにたびたび
やって来た。彼らはヤーロフによって触れられた草の入った水を飲み，彼を治療師として尊敬
した」〔IS8），という。
　以上のことから，ヤーロフの「治療師」としての重要な側面が見えてくる。しかも，その噂
を聞きつけてか，市内の多くのポサード民が懇願して彼を迎え入れたのである。
　国家と教会の対応
カザン県官房から元老院へ宛てた報告では，ヤーロフに対する処罰をいわば当時の法律に基
づいて合法的に行おうとしていた。すなわち『ウロジェーニエ（1649年会議法典）』第1章第
1条を根本法令とし，『陸軍操典』・『海軍操典』，その後の1731年5月25日付の呪術師に関す
る布告，直接的には1736年3月18日付のアンナ女帝の命令に基づき処罰（火刑による処刑）
が行われた（139）。そしてこの事件がロシアにおける呪術師の最後の処刑となったのである（本
稿第2章第2節を参照）。
　ここで注意しなければならないのは元老院と宗務院との関係である。実際に事件の調査・尋
問・判決・処刑を主導したのは元老院であった。宗務院文書に現れた事件についての最初の史
料は1740年7月の文書が最初である。しかもそれは元老院からの事件の概要を伝える報告が
宗務院に送られ，そこで事件について宗務院の議事録に書き留められたものである。そこで
は，もしヤーロフが本当に改俊しているのであれば生命を奪うことはないと提案されていたの
である。それはどういうことなのか。宗務院は調査・尋問の過程で適宜情報を得ていなかった
のではないかという疑問が生じる。しかしすでに処刑は行われていた。史料によると，宗務院
にはカザン県官房がこの事件を所管し，女帝の布告（命令）を持っているという認識があっ
た（140）。
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　以上の点をどのように考えるべきであろうか。聖界ではなく俗界が専ら呪術問題を裁くこと
になったということであろうか。確かにピョートル1世以降の法律は呪術に対する世俗の積極
的な関与を示している。ピョートルの法律は『陸軍操典』や『海軍操典』などの軍人服務規定
が中心であるが，明確に呪術行為を禁じていた。アンナ女帝時代の1731年5月25日，呪術を
行った者に対しては火刑による極刑で臨むものの，元老院は呪術師をペテン師として判決を下
すことを命じた。確かにこの時期，宗務院を頂点とする聖界が呪術行為に対して積極的に関与
しようとする姿勢を見ることはできない。結局のところ，ヤーロフは「治療師」としてではな
く，「呪術師」・「異端者」として，さらには国家にとって秩序を乱す危険人物として処罰され
たように見える。この点にこそ聖界ではなく世俗当局が主導権を握った理由があったのかもし
れないし，ここに1730年代（アンナ女帝時代）のロシア国家のあり方を見ることができるの
かもしれない。
　すでに述べたように，アンナ女帝とエリザヴェータ女帝の1731－61年の30年間は呪術問題
に関する裁判件数が最大となった時代である。ロシア政府はその対策に急いでおり，そのため
にも厳然たる態度をとらざるを得なかった。エリザヴェータ女帝もアンナ女帝の1731年布告
に従って呪術師を裁いたが，その法律はすでに見たように，「呪術師が自身で害をなし，ある
いは誰かのために呪術を行ったことが明らかとなった」場合にのみこの犯罪に対する死刑を認
めつつも，鞭あるいは答によるより軽い刑罰を命じる余地も残されていたのである。他方，す
でに宗務院は純粋に宗教問題にのみ関わり，呪術問題には直接関わらない姿勢をとっていた。
先のヤーロフに対する軽微な処罰を求める提案には以上の情況が関係していたのではないだろ
うか。
おわりに
　ロシア史において魔術・呪術が問題となるのは，ロシア人の宗教的2重性という問題からで
あろう。すなわちロシアでは，他のヨーロッパの国々とは異なり，パガニズム（異教信仰）と
キリスト教が何百年にもわたって共存するという，いわゆる2重信仰（ABoeBepne）の現象が
見られた。ロシアの宗教・精神界におけるこの特徴は，しばしば宗教的および文化的なアンビ
ヴァレンスにおける結果とされた。そのことが魔術・呪術に対する民衆の肯定的な態度を醸成
する上で大いに「力」があり，またそれが民衆の習慣となり生活全般に浸み込んで行ったので
ある。
　しかしロシアの教会は民衆が異教的方法を諦めるように，すなわち2重信仰を放棄するよう
に幾世紀にもわたって説得してきたが，それは功を奏したとは言えなかった。むしろ，17世
紀には，この2重信仰という「伝統」が，ロシアを全面的な「魔女狩りの狂気」に陥ることを
救いながら，民衆とそれを告発しようとする役人の間での魔法・呪術に対する畏れを中和させ
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てきたと言えよう。
　18世紀は「理性に対する信仰（pa3yMHafl　Bepa）」と伝統的世界観が激しくぶつかり合うコン
フリクトな時代であった（スミリャンスカヤ）。徐々に宗教問題のみを扱うようになった教会
に代わり，国家はもはや呪術行為を民間に伝わる旧習とみなすだけでは済まなくなった。むし
ろ秩序を揺るがす大事であり見逃すことができないと考えていた。こうした問題に近世国家は
総力を挙げて取り組んでいったことを諸法令は示している。特に，本編で述べたように，18
世紀中葉の30年間は呪術問題に関する裁判件数が最大となったこともあり，政府はなお一層
危機意識を募らせていった。しかし同問題に関する地方の情況報告を求ある宗務院に対して，
ほとんどの主教たちは民間の習慣を見て見ぬふりをし，管区内ではすべてがうまくいっている
と報告をしていたのは注目すべきである。これこそが現実的対応であり，呪術問題に関する裁
判件数の公式の数字さえ疑わせるのである。
　ヤーロフの事件は以上の情況のもとで発生した。端的に言うならば，呪術の問題に対して近
世ロシア政府がその監視を強めていたまさにそうした時に事件が起こった。しかしヤーロフに
ついてはっきりと分かっていることは，彼が「治療師」としての行為を行い，シンビルスクの
ポサード民はその彼にすがっているということだけである。彼が「呪術師」であり「異端者」
であるということは，妻の「密告」および尋問から浮上し，またそれと疑わしき書物が見つかっ
てはいるものの明確な断定を下すことはできない。とはいえ結果として，彼を「治療師」とし
てではなく，「呪術師」や「異端者」として裁判審理がなされ，判決が下された。いわば政府
主導の下で全般的な「社会の規律化」過程の進行が眼に見える形となって現れたのである。そ
の意味では，ヤーロフ事件は帝政時代ロシア民間習俗に対する国家による締め付け強化の過程
の一つとして位置づけられるべき出来事であった。しかしながら本編の主人公ヤーコヴ・ヤー
ロフについてはこの事件に関するもの以外何も史料が残っていない。その意味では，まさに
「名もない庶民」の起こした忘れ去られるはずの事件であった。
　しかし，ヤーロフ事件は当局による厳罰の対象となった。最初の紹介記事の著者サポージニ
コフが有名な『ロシアの分離派における焼身自殺』の著者であるとすれば，彼には古儀式派研
究の一環としてこの史料を紹介する，すなわち古儀式派の一端を見出そうとする意図があった
のかもしれない。つまりこの問題は単に政府が言う「異端」として片づけられない側面がある
のかもしれないということなのである。史料の限界もあり，この点について筆者は未だ答えが
見いだせないままである。
　呪術の問題は習俗慣習という覆いを被った民衆の宗教観・世界観・宇宙観の一面でしかない。
またスミリャンスカヤが扱っているように，漬神や異端，さらには西欧プロテスタンティズム
受容の問題など考えるための材料は一つではない。今回は，その一端を示したに過ぎないので
ある。
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　　74－96．
（54）　OHa　onre．　YKa3．　coq．　C．63－64．
（55）Ryan，　W．　F．　The　Bαthhouse　at　Midnight，　pp．49，　98．
（56）熊をめぐる習慣については次を参照されたい6A．F．ネクルイローヴァ（坂内徳明訳）『ロシアの
　　縁日一ペトルーシカがやってきた』平凡社，1986年（原著は1984年に刊行），特に「熊のコメ
　　ディー」（49－81頁）。そのなかで，熊つかいは民衆の熊の魔力に対する信仰を利用しただけではな
　　く，熊つかい自身が妖術師，魔法使い，「物を知る」人として知られ，さらには病人を「治療した」
　　とある（55頁）。
（57）Ryan，　W，　F．　The　Bαthhouse　at　Midnight，　pp．113，329．
（58）　Hartley，　Janet　M．　op．　cit．，　p．249．
（59）　1’lony6uHcκudi　E．　HcTop－1　pyccKova　uepKBu．　T．1．　nepBH益HepHoA，　M．，2002（1－e　H3n．1901　r．）．　C．　623－
　　624H　npHpMeq．2；17anbκoecκudi　H．　T．　Bopb6a　xpHcTliaHcTBa　c　ocTaTKaMH　fi3LlqecTBa　B　npeBHeti　PycH．　M．，
　　2000（1－eH3n．1916r．），C．229．
（60）　TaM｝Ke．　C．229－31．
（61）地球から見て太陽が天球上を動く道，黄道の南北にある8度ないし9度ずつの帯状部分を春分点
　　から出発して十二等分したものを十二宮という。十二宮は白羊宮，金牛宮，双子宮，巨蟹宮，獅子
　　宮，処女宮，天秤宮，天蝋宮，人馬宮，磨翔宮，宝瓶宮，双魚宮である。古代の占星者はこの十二
　　宮内にある星が人間の運命に大きな影響を与えると考え，十二宮の星の位置であらゆる吉兆を決め
　　ることができるとした（佐藤靖彦訳「ロシアの家庭訓（ドモストロイ）』新読書社，1984年，162
　　頁，注（80））。
（62）佐藤靖彦によれば，カラスの鳴き声で吉兆を判断するための占いの書があった，という（同上，
　　注（81））。また中村喜和「中世の占卜書「ラフリ」について」『一橋論叢』110（4），1993年，682
　　頁も参照されたい。
（63）佐藤訳「ロシアの家庭訓』，54頁。字句に修正を施した個所がある。
（64）Ryan　W．　F。‘The　Witchcraft　Hysteria，’p．75．
（65）　中村喜和「「百章」試訳（2）」『一橋大学研究年報　人文科学研究』30，1993年，60，62，64頁
　　（なお，テキストの底本は以下である。恥ρcκ瀬A．　a．CTor∬aB，　B　KH．：Pocc贈cKoe　3aKoHonaTenb－
　　cTBo　X－XX　BB．　T．2，3aKoHoAaTenbcTBo　nepHona　o6pa30BaHHH　M　yKpefineHufi　PyccKoro　ueHTpaJIH30BaHHo－
　　ro　rocy八apcTBa．　M．，1985）。
（66）
（67）
（68）
（69）
同「「百章」試訳（3）」『一橋大学研究年報　人文科学研究』31，1994年，20頁。
同上，82頁。
ゆθκ08五π（non　06田e眞　pen．）Cyne6HHKH　XV－XVI　BeKoB．　M；JI．，1952．　C．9，354，384．
AqbaHacbee　A，　H．　no3THHecKHe　Bo33peHHE　c∬a朋H　Ha　npHpony．　T．3．　The　Hague：Mouton，1970（1－e
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　　H3n．　M．，1869），C．620－621；Conoebe6　C．　M　McTopl（H　PoccHH　c　npeBHetilllHx　BpeMeH．1〈H．　IV．　T．7－8．　M．，
　　1960．C．352－353；ranbκoecκudi　H．　T．　yKa3．　cou．，　C．219－220．
（70）　Longworth，　Philip，　op．　cit．，　p．54．
（71）　コトシーヒンの犯罪官署の項目（第7章第34項）には，「神の冒濱，教会財産の窃盗，男色，魔
　　術，黒魔術，さらに使徒や預言者や教父たちの教えに反して新たな邪悪な解説を行って不正な聖書
　　解釈を行う者に対しては焚刑が適応される」とある（コトシーヒン（松木栄三編訳）『ピョートル
　　前夜のロシアー亡命ロシア外交官コトシーヒンの手記』彩流社，2003年，202頁（またGrigorij
　　Koto§ixin，　O　Rossii　v　carstvovanie　A　lelesOja　Mixa］’lovicVα，　Text　and　Commentarry，　Oxford：At　the
　　Clarendon　Press，1980，　pp．　129－130も参照））。白石治朗，前掲書，47頁。『ウロジェーニエ（1649
　　年会議法典）』については次を参照されたい。’Co60pHoe　Y皿o｝KeHHe　l649　rona；TeKcT；KoMeHTapMHI
　　noAroT．　TeKcTa　JI．　H．　HBaHoB磁．1くoMeHTapHH　r．　B．　A6paMoBHga，　A　r．　MaHHKoBa，　B．　H．　MHpoHoBa，　B　M
　　HaHefixa．　PyKoBoAHTHe∬b　aBTopcKoro　Ko皿eκrHBa．　A．　F．　MaHHKoB，　JI．，1987．　C．19．中沢敦夫，吉田俊則
　　訳「『1649年会議法典』翻訳と注釈（1）」『富山大学人文学部紀要』第43号，2005年，129頁。
（72）　AgbaHacbee．A．　H．　YKa3．　coq．，　C，612；ranbκ06cκudi　H．　T．　yKa3．　cog．，　C．245－246。
（73）　rlC3．　T．5．施3006．　C．320－321（rJlaBa．1，　cTaTbH．1）；Bna∂tLMUpCκudi－Ey∂aHo8　Mφ．0630p　HcTopHH
　　pyccKoro　npaBa．　Cn6．，1909（6－e　H3A，）．　C．365．
（74）　ライアンによると，ピョートルの『陸軍操典』中の呪術・魔術に関する諸規則は，スウェーデン
　　のグスタフ・アドルフが導入した軍事法典（1683年版）からの借用であるという（Ryan　W．　F．
　　‘The　Witchcraft　Hysteria，’p．66）。また同時期のプロイセンの「軍人服務規程（1713年7月12
　　日）』にもロシアの場合と同様の規定が見える。「武器を使った魔術，不死身の術，あるいはその他
　　の禁じられている妖術や魔術を使って聖なる神の名を汚したり，神の威厳や神性，功徳や秘蹟，も
　　しくは聖書をおとしめ，侮辱し冒漬した兵士はどのような者であれ，神の法とこの世の法にのっとっ
　　て処罰されるものとする」（歴史学研究会編「世界史史料6　ヨーロッパ近代社会の形成から帝国
　　主義へ　18・19世紀』岩波書店，2007年，43－44頁）。
（75）HC3．　T．6．適5458．　C．49－50．『海軍操典』は当時のイギリス，フランス，スウェーデンおよびオ
　　ランダの海軍法典を研究して編纂されたものだった（Peterson，　Claes，　Peter　the　Great’s　Adminis－
　　trative　and／tZdicα1　Ref（）rms，　Swedish　Antecedents　and　the　Process　ofRecePtion，　Stockholm，1979，
　　P．　406）。
（76）Ryan　W．　F．‘The　Witchcraft　Hysteria，’　p．　65．
（77）HC3．　T．6．　M　3963．　C．650．18世紀における中央と地方の捜査・裁判体制については，拙稿「近
　　世ロシア民衆の意識一18世紀の民衆は何を求めたのか一」『明治大学人文科学研究所紀要』第
　　58冊，2006年，296－297頁を参照されたい。
（78）　．Oraepoe　A．　C．　yKa3．　coq．　C．358．
（79）TaM）Ke，なお，処罰が必ずしも厳しいものにならなかった同じような例を，初期啓蒙主義者たち，
　　とりわけクリスチアン・トマジウス（1655－1728年）の影響を受けたプロイセンのフリードリヒ・
　　ウィルヘルム1世による1714年12月13日勅令が示している（TaM肥）。
（80）HC3．　T．8．　M　5761．　C．465－466．なお，従来，ラヴローフを含めた多くの研究者はこの布告を1731
　　年5月20日付としているが，「ロシア帝国法大全』の原文では「5月25日」とある。
（81）　17bΨ08cκ瞬H．　H．　TeTpaAb　3aroBopoB　l　734　roAa．　C．246．
（82）　（］）ltzvlfiHCκαVl　E　E．　YKa3．　coq．，　C．189．
（83）ノ1ゆoM，　C　yKa3．　coq．　C．363－364．なお，ラヴローフが依拠するレヴェンスチムの研究は以下の
　　通り。　JleeeHcmzLM　A．　CyeBepHfl　H　yroJloBHoe　upaBo．　MccllenoBaHHfl　no　HcTopHH　pyccKoro　肛paBa　H
　　KynbTypbl／／BecTHHK　npaBa．1906．1（H．1．　C．330（筆者未見）．
（84）　Oaepoe　A．　C．　yKa3．　coq．　C．364．
（85）TaM　）Ke．　C．365．ライアンは，宗務院（宗教裁判所）がこの事件を知ったのは1740年であり，す
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でにこの時，ヤーロフは処刑されていた，としている（Ryan　W．　F．‘The　Witchcraft　Hysteria，’
P．　72）。
（86）
（87）
（88）
（89）
Bna∂uMuρCκUfi一βソ∂aHoeルf，φ．　yKa3．　coq．，　C．365；CMtuvlHCκcz刃E．　E．　yKa3．　coq．，　C．189．
TaM）Ke．
rlC3．　T．16．泌11698．　C．103．
HC3．　T．18，憧12949．　CT．497．　C．275－276，　HaKa3，　rn．　XX，　r．；Bna∂tLMUpCκUdi一βソ∂aHoeル（φyKa3．
　　co9．，　C．365．
（90）　］□［C3．　T．19．憧13427．　C．23－25；T，21．」も15379，　C．480，485．
（91）　HC3．　T．19．憧14231．　C．1068．
（92）　「良心裁判所は，全ての他の裁判が法に基づいて行われると同じように裁判を行う。しかし良心
　　裁判所は私的・個人的な安全の防護装置として打ち立てられている。次の点があらゆる場合におい
　　て，良心裁判所の規則にならなければならない。1．いつも博愛であること。2．人間として尊敬を払
　　うこと。3．人に対する迫害や圧迫を排除すること。…良心裁判所に送致されるのは次の事件である。
　　愚かさ，ペテンおよび無知ゆえにそうなったのであるが，理性を失った人あるいは未成年者によ
　　る犯罪，呪術問題，そうした…諸事件である」（HC3．　T．20．　M　14392．　C．278－279；lezt3eeemmep　A．
　　CoBecTHHe　cynLl　npH　EKaTepMHe　II〃Tonoc　MzHyBulero．1923．　M　l．　C．135－159）。
（93）　CMuaHcκan　E．　E．　yKa3．　coq．，　C．198－199．
（94）　Ku3eeemmeρA．　YKa3．　cTaT．　C．142－145．
（95）　∬eeeHcmtLM．　yKa3．　cTaT．　C．329；Eoρucoe　B，　A．　OnHcaHHe　ropona　lllyM　M　ero　oKpecTHocTe貢．　M．，1851．
　　C，339－340（Zguta，　R．‘Witchcraft　Trials，’　p．　1201より転引用）．
（96）
（97）
（98）
（99）
（］MzutfiHcκaE　E．B．　yKa3．　coq．，　C．193－194．
CMtvmHcκaR　EE．　yKa3．　cTaT．　C．255；Ryan　W．　F．‘The　Witchcraft　Hysteria，’p．70．
IIC3．　T．10．輪7450．　C．361－364．
例えば，1751年，4主教管区のみが迷信について報告し，残りの20の主教管区は，彼らのとこ
　　ろでは「すべての人が申し分なく神を褒め称えている（cllaBa　Eory　Bce　Ao6pe）」という。1752－53
　　年，「魔法」については2件のみヤロスラーヴリ主教が報告し，27の報告書では「すべてうまくいっ
　　ている」と記されている（CMtuinHcκan　E．　E．　yKa3．　cTaT．，　C．256．　npMM．9）。
（100）　OnHcaHHe　noKyMeHToB　H　nen，　xpfiHflMvaxcfi　B　cB．　np．　CHHona，50　TT．　Cn6．，1848－1914．　T．III．（1723）．
　　KH．11－13（Ryan　W．　F．‘The　Witchcraft　Hysteria，’p．　71より転引用）．
（101）TaM）Ke．　T．　III．（1723）．　KH．175（Ryan　W．　F．‘The　Witchcraft　Hysteria，’p．71より転引用）．
（1の　TaM）Ke．　T．　X．（1730）．KH．　693－94，1306－07（Ryan　W．　F．‘The　Witchcraft　Hysteria，’　p．7正より転
　　引用）．
（1⑳　TaM脚．　T．　X．（1730）．KH．529（Ryan　W．　E‘The　Witchcraft　Hysteria，’　p．71より転引用）；Ryan，
　　W．F．　The　Bathhouse　at　Midnight，　p．422，　no．15，
（1〔n）　IloUpoecnufi　H．　H．くくMcnoBe八s＞》aJITaficKoro　KpecTbfiHHHaf［【aMATHHKH　KYnbTypbl：HoBLie　oTKpblTHH．
　　IIHcsMeHHocTb，　HcKYcTBo，　apxeonorliH．　E）KeronHHK　1978．兀，1979．　C．49－57（Ryan　W．F．‘The　Witch－
　　craft　Hysteria，’p．71より転引用）．
（105）
（1D6）
（1〔n）
（1〔B）
（109）
（110）
当時の「市役所」は市政の執行とともに裁判を司っていた。
PrAJZA．Φ．248．　E几xp．792．双．30．　JI．1223；PrHA．Φ．796．　On．21．八．328．　JI．2．
PrAAA．Φ248．　En．　xp．792．几30．　JI．122306．
TaM⊃Ke．；CM．　PrHA．Φ．796．　On．21．八．328．　JI．2．
TaM　N（e．　JI．6，
PrA耳A．Φ．248．　EA．　xp．792．双．30．　JI．122306．－1224；PFHA，Φ．796．　On．21．　A．328．　JI．206，606，12，
　　1406．
（111）　PrA双A．Φ．248．　E双．　xp．792．八．30．　JI．1224；Pr］匠A，Φ，796，0n．21．双．328．　JI．1406．
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（1切1731年5月25日のアンナ女帝の勅令を指すものと思われる。
（113）　PrHA．Φ．796．　On．21．A．328．　JI．3．
（114）　PrA八A．Φ．248．　EA．　xp．792，耳．30．　JI．1224－122406．；PrHA．Φ796．　On．　21．几328．　JI．3－306．
（115）　PrA双A．Φ．248．　EA．　xp．792．八．30．　JI．122406．－1225；PrHA，Φ．796．　On．2L八．328．　JI．12－1206，，
　　1406．
（116）　PrA，IIA．Φ．248．　EA．　xp．792．　A．30．　JI．1225；PrHA．Φ。796．　On．21．　A．328．　JI．1406．－15．
（ll7）1731年5月25日付布告のことである。ここでも日付が異なっている。
（118）　PrA八A，Φ．248．　EA．　xp．792．双．30．　JI．1225－122506．
（119）　Bo∂4ρcκ罐πE．　VaccllenoBaHMe　no　HcTopHH　PyccKoro　ropona．　M．，2006．　C．330．
（枷）　Ka6y3aH　B，　M．　H3MeHeHHH　B　pa3Me皿eHHH　HaceneHldA　PoccliM　B　XVIII－nepBo営nonoBHHe　XD（B・M・
　　1971．C．71．
（121）　HC3．T．8」噛5417．C202；M5953．C．626－627；T．9．遍6858．C．707－712iT．9．憧6924．C．788－789．
（122）　OgepKva　HcTopHH　CCCP．　HepHo八tpeofiaJIH3Ma．　PoccH月Bo　BTopoVa　geTBepTH　XVIII　B．　M．，1957．　C．206．
（123）　TaM》Ke．　C．154．
（124）　φ，A．　Epoκeay3　u　U．　A，　Eghpon　（non　oTB．　pen．）　3H【1HlcJloncnll・lecKHti　cπoBapb．　Cn6．，1900．　T．58．
　　C．905－906．
（125）　PrAJVL．Φ．248．　En．　xp，792．　A，30．　JI．1225；PrHA．Φ，796．　Orr．21．几328．　JI．2，306．，4－506．
（搦）　TaM　ll《e．　JI．3．
（127）　TaM）Ke．
（鵬）TaM　）Ke．　ll．　2．詩編に従って占うことについては次を参照されたい。　CneρaHCκudi　M　H．1　ranaHitfi
　　no　HcaJiTHpM／／Va3　HcTopMM　oTpeqe朋blx　KHHr．　Cn6．，1899（HaMHTHHKHπpeBHe貢nHcbMeHHocTH　H　HcKyC－
　　CTBa．　T．129）．
（鵬）夢占いの一種（cf．　Ryan，　W．　F．　The．Bathhouse　at　Midnight，　p．151）。
（130）十二宮に基づく占星術の書。詳しくは前掲中村論文「中世ロシアの占卜書「ラフリ」について」
　　を参照されたい。
（131）　中村喜和によると，ビザンツから伝わった「秘中の秘』（Secreta　sectrorum）の翻訳，一種の
　　占いの書であり，古代の哲学者に仮託されていたという（同上，682頁，および中村「「百章」試
　　訳（2）」，71頁，注13）。
（132）佐藤靖彦によると，この名で聖者として記念日のある人物は4人いるという（佐藤訳『ロシアの
　　家庭訓』，168頁，注138）。
（133）　（］MUpnHcκa兄E．　B．　yKa3　cou．　C．7L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
（134）　a－CanooKrHuκoe．　YKa3．　cTaT．　C．383－384．
（135）　Real－Encyclopedie　fUr　protestantische　Theologie　und　Kirche；in　Verbindung　mit　vielen
　　protestantishen　Theologen　und　Gelehrten／herausgegeben　von　Herzog．　Stuttgart　und　Ham－
　　burg，　Bd．6，1856，　S．52－53．そこで述べられているヴァルラアムの教義は，ギリシアの神学にしっ
　　かりと根付いていた神秘主義の異常なまでの夢想であった（CHM6HpcKHti　Bollule6HHK　flpoB〃Pycc皿蔵
　　apxHB．1886．3，　C．383－384）o
（鵬）　He∂e〃loecrcufi　r．　BapnaaMHTcKasl　epecb／／TpynLI　I〈HeBcKo茸　八yxoBHoM　AKaAeMHH・1872・ΦeBpaJlb・
　　C．316－357．
（137）　CMwlnHcκa」l　E．　E．　YKa3．　co阿．　C．197．
（138）　PFAJIA．Φ．248．　EA．　xp．792．　A．30．　JI．122406．－1225；CM．　PrMA．Φ．796．　On．21．　A．328．　JI・306・－4，
　　606．
（139）　PrA双A．Φ．248．　En．　xp．792．双．30．　JI．1225；PrHA．Φ．796．　On．21．A．328．　JI，606．－7，15，
（140）　TaM｝Ke．　JI．8．
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Folkway　Conflict　among　the　State，　Church，
　　　　and　Society　in　Early　Modern　Russia：
The　Case　of　Iakov　Iarov　or“Witchcraft”in　Simbirsk
TOYOKAWA　Koichi
　　　On　August　5，1732，　Iakov　Iarov，　a　posadsleie　or　tradesman，　was　arrested　on　the　suspi－
cion　of　witchcraft　or“heresy”in　Simbirsk，　His　wife　Varvara　Petrova　informed
Simbirsk’s、Ratushαor　town　hall　of　her　husband’s　activities，　In　Iarov’s　possession　were
roots，　herbs，　spells，　and　books　of　divination．　He　was　alleged　to　have　told　fortunes　using
dice　and　the　Psalter．　In　the　three　and　half　years　between　his　arrest　and　judgment，　he
underwent　a　severe　cross－examination，　including　torture．　As　a　result，　Iarov　admitted
denying　Christ　and　calling　on　Satan，　acquiring　magic　by　books，　and　treating　some　pa－
tients　who　were　tradespeople　of　the　city．　Although　he　was　not　regarded　as　a　witch　or
‘‘??窒?狽奄メhbut　as　a　respected　doctor，　the　authorities　concluded　that　Iarov’s　books　con－
tained　the　views　of　the“heretic　Varram”Nonetheless，　it　is　unclear　how　he　knew　of
Varram’s　doctrine　or　who　the“heretic　Varram”was．　On　March　18，1736，　the　court　sen－
tenced　the　defendant　to　death　by　burning．
　　　This　case　is　one　of　many　for　heresy，　magic，　and　witchcraft　in　early　modern　Russia．
An　examination　of　it　permits　us　to　understand　the　regulation　of　folkways　by　the　state．
The　judges　made　their　decision　based　on　the　Ulozhenie　or　Code　of　1649，　the　V（）insleii　Ustav
or　the　Army　Act　of　Peter　the　Great　of　1715，　and　the　decree　of　Anna　of　May　25，1731．
　　　As　it　sought　to　discipline　society，　Imperial　Russia　strove　constantly　for　a　greater．
Christianization　of　the　population，　eliminating　heresy　and　Inagic　from　the　Russian　folk－
ways．　As　the　Russian　chronicles　show，　since　its　conversion　to　Christianity　in　988，　the
Muscovite　state　struggled　to　repress　paganism．　Russia，　however，　lacked　a　nationwide
code　of　laws　that　prohibited　paganisrn，　heresy，　magic，　and　witchcraft．　In　the　seventeenth
and　eighteenth　century，　the　Romanovs　promulgated　such　a　code　and　the　rules　to　punish
witches　and　wizards．
Keywords：folkways，　witchcraft，　Iakov　Iarov，　discipline　of　society
167
